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 鹿児島湾の真珠漁.場特性につ・いて一

 ・鹿児島湾内の真珪亭よび母貝養殖に歩ける多毛類と.フジツボの被害律近年になつて一急激に増加
 し、真珠の輸出不振の波及も手伝って著すま士苦境に陥り.事業縮小凌.いじば中止の工場が多一くみ・
 られるが、当湾に拾ける真珠および母貝養殖事業の方向を見出すため必要注。調査を行なうてき一た。

 今回ぱ42邦月以降継続して械舳る宇干類・特にポi～一ドラ幼生ならび9てツボ幼生
 の出現消長と.舜況の変化について報告する。
 場所は.鹿児島湾桜島本道の大崎鼻地先の目鼻約50仇の1定点である。

 材料と方法

 ○海況観測

 原則として毎週1回.0,3.5.Z5.70112.5.15物の7層の水温.塩素量のほか,
 溶存酸素量.透明度の観測も行なpた。
 o一プランクトン

 北原式定話ネット15m層から垂直曳きしてポルマリニ/固1定後・沈澱管に移して24時間後に
 読みとうた。申膚ネットぱ5～0帆.一10～5例.15～10物の3層にわけて採集し、同様の

 処理をした。

 ○幼生計数

 7日毎に採集したプリソクト:/の全量を検鏡した。ただしプランクトン沈澱量が100㏄をご
1・1

 すときぱろ～〈を観察レた。中層ネットの材料については・水深別・発生段階別に計数し
 ボリドラ幼生の場合は.体節数4以下をE.5～14までをM.15以上を亙一とした。

 .結二乗と.考察。

 海況観測・プランクトン沈澱量と優占種・1ポリドラ・フジツ去幼生数は付表1～7に示したと怠
 りで・中層ネット採集によ柵1トヲ・フジツボ船の出蛾況は・、付表・～9に示しポ
 。1水温の変化:一4戸初め頃まだ15℃台でかな・り低温を示すが・下旬以降上昇期にはいり・6一
 月下旬まではゆるやか凌昇温であるが、7月中白梅雨明けと同時に急激に上昇して29℃以・上と

 な乱その後・廊声てば大体・・℃内外で最敬渇時期であるが・・月中旬には下時期に舳
 り。1・O月初め25℃、11月22℃。12月19℃内外に低I下レ.1月～3月までは大体15
 ℃台を示して一こg⊃低温期が比較的長い。・

 前年度に比較すると.高温瑚は低目牟示すが.低溜期のフ神島は1～1.5℃高目である。'
 層別の変化をみると。5椛信までは。表面水温一と大差が安く。挙動的変化も同.じ傾向であるが。
 衛仇層以深でぱそ坤覇郡は牝靴高温時でもZ・伽以深で件.2・℃鮎を示すときは
 極めて稀で。殆んど2-4～25.℃台で安定している。低温時は逆に5～10物薦が表面よ勿著手

 蔓庫1こ1機二㌘ぱ15物店まア温度干が㍗凌ぐ二㍗がよく行!われ
 。一塩分の変化:一一6月末から7月末まで.梅雨時のため表面が低くなり。比重が17位になる
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 場所を除き・季節的な変化畔奉く策ゆ紅1ζ?琴層低†岬㌣㍗層以深に在る
 と.比重にして一23以上と在り.'簡題にする程のものでは麦い。
 以上の水温.塩分の時期的、層別の変化からみると.鹿児島溝漁場の特徴は.7月から8月に

 かけて、高水混と低かんが同時に現出し・しかも漁場利用の多h.Z5m以浅嬉顕著な成層が発達
 することで。アコヤガイには相当の悪影響を及ぼすの一ではをいかと考采.る.。2。'.手の業者舛。.こ
 の時期には10物以深Iまで深吊力する事例・があるが。水編・。比重に限。っていえば.。逼層矛岬.とい
 うことで合理的凌方法といえ一よ㌦'

 ○溶存酸素:一6月下旬から定量を始めたが。年商各層蚕逓・じて4・5㌣6.5gC/一重示:レて.目立
 った変化はみられず..まず酸素不足ということは考えら・れ在い。た榑植物性プランクトン.の増殖
 期の溶存酸素量は.定・最が日中のためかやや多く.飽和度も100%以上となるが.夜明け時に
 は相当・低下するものと患.われる。

 ○透明度:一6月下旬以降8月中旬までの.いわゆる高温.低かん時期は.5肌以浅で水色も

 5～6であるが。8月下旬以後は殆んど10伽以上と高くをり・かなり清澄海湾・ξい、5ζとがで
 きょう。1・年間を短一じ㌣最低ぱ2-6仇て7月1・2日)。最高ぱ'17m(・・3児1ア.日)で参る。

 ○ブラックトン:一ブラ:・タトンの量的変化を沈澱量からみると・一'大量に発生する・時期と…レて・
 6月上旬から8月上旬I9月下旬から11月上旬。2月上,中旬の3回みるこ。とが・でき・“最低潮

 ぱ4'周†匂」一5月中旬.一8月中旬～9月中旬の2回にわたうて谷があるb
 このう一ち'6月上旬から8月上旬までの増殖期は.期間が長いと同時に嘉的にも極めて多・〈.

 赤潮現象の異状増殖ということができる。9月下旬から11月上旬までのものは。量的に寓第1
 次の増殖期に雌1臆及ばないが,期間はかなり長い。2月上申旬の小さ凌叫は。期間一、量共

 に問題.に1をら差い。

 …・こ'の各増殖期の層別分布を.・中層ネット・採集・物プライタトン量か・らみる;と。第It次増.殖期κは.
 5m層きでの浅い処に濃縮されて分布して=い・るが.一策2,3次の増殖期のもの律・、摺捌≡に1明確な

 差はなく一むしろ深所に多く分布している場合さえある。
 前年度8月以降のプランクトン量と比較すると.前年度より各時期ともプラン。クトソ量が多く

 出現し、特に秋季増殖期と思える時期は多少ズレて11月上旬～中旬となり.期間的にも短いが

 量釣に一も相当一劣っ'て…(る。.
 プラyター一トシの・種類の変化は、.一4月初めから5月末頃まで軌植物性プラ1ン=ク.トンはご.く稀で.

 Cerati口m・れ舳8,C.tr・一i・Pos,Nocti1リ。a,.CopβPoda,Evad砕等瑚憂占して
 ・いるが.6一月上旬からの大増殖期、には一いると、一逆肥植物性一プライータトンが多く姑.特に

 Cb晩tooer'α≡。d=ista口s,C.。did測s,C:affinis,C.oompressus,C.decipiens,

 C.Parとdo一理耐と帆コだIαhaet・ooerlds属が最優占種と宏るほか.Ceratium1f.usus
 ぱ8月」拘までよく繁殖している。

 8月中旬以降・になるとChaetooeros属を主体にした硅藻類の増殖は勢力が衰え㌔C.oPepod色

 ・一penデHa''Mi1む。さto11asp..。C'・・セ・ri帥一母・等の動物性プラィクト吻跨くなり.
 9月・初め頃童・セこ・の状態が続くが9月中旬以峰の第2次増殖期には.また硅藻類が大量発生し始

 。一jめ。そδうちゼも特に一Bacte}i^trum'Tb{1assionema,Ch盆etocer.o邊属等が目
 立ラて多く。=しかも多種類のものが出現する。

 その後.種的な変化に目星しいことはないが.12・月には最優占種であづたB邑娩riastrum

 IIが少凌くミなる一ほか・Tha1提唱一iot・hrix,1・・1Rhizo錺・o;1さni.a,Nitzsohia.,}・Gbaeto鮒。s
 属のものが多沙多目・に出現レ・叉。2}3月め低澄歎に友一ると1Nit肘。hia,Cosoinodiscus・
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 ・屈めもりが新多くれて・・一前轍Nω口㈹・C岬ti・m11鳥岬i岬i・・口㍉
 一優占といく.らかI趣を築にしているq。.、,.

 。フ.ジッボ幼生の出現消長ト1㍗ツボ{～W・1i・キ雌は・蝉、垂通じて}でも出現す
 ・'～その宣ちでも・特に6月神から・月上旬にかけての長い鯛帥た坤発貞昨黙写生
 ・麟鱗の大き蛸題点1と.けいる!.こ1・時期の蝉雛帥ガ知坤軍幸1!・
 ・～川尾に達ししか鱗生期間械い叩具体への悪鰯蝉.獅れな讐押が亭峯・.・、・海
 水1滅当たりの密度が20尾以上出現す亭時期ぱ・1=の時期脅は珍4月中旬・9月下旬・二0月
 中旬ん111・月下旬■12月下句㍗'.月よ句・ぺβ下旬・.2月㌣・下句ξ・高温・低温時トろでも
 みら札発生ρ少ない時期ぱ・一4月上旬か与享月中旬・8月中旬㌻g月㌣旬・1字月一1ヒ・中旬・
 ・・月下句の・ご/限ら帷鱗だ邸坤・.レ珍も付着餉叫・・i的生率最鰍温碧の三月
 中旬一・月上旬にもみられることは・全/特異的蝉と思わ札当業者幸・ジッボ坤除に
 腐心している実態がよく認識される。

 幼生の層易扮布をみると。時期に美。て相当の変異が亭.gて.定常的をことはいえをいが.4
 月から10月頃・までは5～10肌層の中層に多く.11月以降3月一まではO～5伽層の表層に多

 い傾向があ・る小えそりで抽・そして・フジツボ・au睾1iu㍉も卒然昼㌍垂亭移動はする
 ものと思われ・計数結果はあくまで昼間採集であるため・着生防止のための深川.り.・浅吊.クの有
 効甑ρい1碑何ともい冬肌,靴昨購の場合ぱ・月末か←・・坤句頃まで臨ん苧
 みられ女か1?たこと舛らしても・年にようて量的隼は勿論ρこと,時期的にもかなり変化布ある
 と思われ、効率的な発生予知ができればI着生を最小薩に止められようが.まだ適確左方法はな
 ・いよ.うである。.・.

 ・ポ1ドラ幼生の出現消長ト㍗・ク.1堆河中の千リドラ幼生師ツ1採箏し確率して
 みると・フジツ.苧同様年聞・を通じ下デつでも出現←そのう・ちでも・.7ジイボ・一プ亨!く、}テが
 異状増殖する6月中句から8月初め頃身持に多く・また,4.月上下句・94下旬∴11月下旬1.
 12月下旬㍗1.月下旬午申賀冶多く凌箏てい和全然出現しなか箏牟ゐ紅.…月下旬と10'
 中,。下旬η牟在力短かい甥蘭牟けで、・発隼水温は相半鉾幸二9ている;
 発生段階別の各層分布をみると・鯛時には1・伽以浅に多く・臨時にぼ中層坤陣.!出

 潮する輝晦停あるが。。時三日・隼よ。下李季り変異が亨年r雫←てい左り。.、.
 水利手.よ争とポ1ドラ幼生岬鞠騨約・.P.=目・<・一幼生の粋時頼貝殻べの碑が紐
 ・帥たと争舛郡卿が・職1早帥面蹄榛←た当枇幽卵騨㌧下岬
 卿妙は聯恥の侵鯛坤の撃障離水蝉す辛≡宇が勧果帥亭箏.暁の坤は
 当懇・叫写頃1とな知・・しかし・濃塩紬響万る呼よgて・㍗.て蝉生蝉㌣1
 ・知て即鱗・郷を招.く卿苧叩噂軍李聯輝が碓れ箏きで'声の粋砂な
 /都合のよい時期とい鮒8月下旬牟ら・月上いよ郷打即畔、』締亨机
 昨年度.貝殻内面の発症状況を時期的に観察しえところ.2)6月下旬から7月.上旬にボけそ罹病
 率が急増し・8月末から9月以降てば・仔虫の着棲信書が少なくなる弓≠から・処撃時期は6月
 中旬から7月上旬が妥当であるとしたがこ㍗時禦はフ苧ツボの増弾期≒全手合致して適期とは
 いえ友和.・
 以上ア日敏行在・た海況観測の結果と・ブランク1ジ・シジツ紬生・ポ々幼生の季節

 的消長について記述してきたが.鹿児島溝の真珠春よび母貝養殖漁場と一しての特質一をみると.第
 1年冬季η低湿帯に1もア.ヲヤガイ生活適潟下限の13℃以上を示して問題にをらないが夏季の
 萬混時には・5m腐付近まで成層が発達㌧}.軍編上眼の28℃以上を示して高水温による障害
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 が考えられ.第2に6月～ア月の梅雨期には.3m層位まではか在り低比重とな。て透明度も低
 くなり,利用漁場が湾奥部であるためと.成習形式のため回復が遅いことである。第3には・

 フジツボ・ポリドラ幼生の発生が年間を通じてみられ・特に6月初め牟阜アギ末にかけて一は異状
 的に繁殖するが・この時期?管理技術の如何が・貝の成長・一珠の巻きを左右するものと考えられ
 る。第4として.ラジツボ、ポリドラ発生の多い同じ6月からア月にかけてプランクトニ/,特

 に硅藻類が異常増殖し、赤潮現象を呈することで、これによる直接的凌無死はまだみられ凌いが、

 ブラyクトソや懸濁物賓の多い場所で養殖すると.貝殻の開閉度カ;頻繁にをる3)とされている
 どとか一らみて・ある程度g隼理障害をうけるものと思われ乱
 一このよ一う脇ゼく亭と・罷免島離餓および母貝養踊場として利用する場合の問題点ぱ・・
 ア月ゐブラyタトン、フジツボ.ポーリドラの異状増殖期と.8月から9月中旬頃までの房水温時

 を・・いかに岬服し蝉雄理をするかとい1こと岬できるよらで・この時期以外ぱ・
 他の漁場にみられ老い利息牽も.うているといえよう。・

 要約・

 (1)鹿児島湾の募珠蜘よび母貝養殖漁場としての特性を明らかにし二今後の方向を見出すため必要
 在調査を行在うた。...l1

 (・〕小細・早輝までは・蛾的ゆるやか凌蝸であ争が・・月中郎知て鯛に和て・・
 ℃以上とな力.8月末まで高水温が続くが。9月下旬から下降し埼めて。最低水溜ぱτ5一℃台で
 ある。

 (3)塩分は.一6一.ア月の梅雨期に毛'5ρ13まで低下するが、成層の発達と湾奥部で交流が少を
 いため自雫回復が遅い。.この時期以外はよく安定している。

 (4〕透明度仕16月下旬～8月中旬に5物以浅になるほかは、常に1.Om以上を示している。年聞
 の最高は1ブ物.最低ぱ2-6肌である。

 (5)プラIンクトン沈澱量ぱ・月月上旬～8月上旬・一9月下旬、11月上旬に大きな増殖の山があり・
 前者はChae亨。岬rp『後者はBacteriastru㎞が最優占種であるが・前者の増殖量:
 は赤潮現象.と差ん

 (6〕フジツボ幼生ぽ年間は通じて常に出現し。特に6月上旬から8月上旬にかけては爆発的に大量
 発生すんまた一11月下句・.12月下旬にも大量に発生し・低温期下もキく発生している。
 (乃ポリドラ幼生も周年にわたウセみられるが・6月中旬から苧月上句には特に多く・4月・9月・
 11～12月も割合多い。処理時期は8月下旬から9月上旬.3月中下旬カ瘤期と考えられた。

 (8)鹿児島湾を利用青る.に当た?ての最木の問題点は,6川8月に高水温。低比重となると同時に。
 プランクトン。ポリドラ.フジツボカ嘆常的に大量発生し、具体が生理的障書をうけ易いことの
 ほか・貝掃除そめ伸海事作業カ顎雑に底ることであ乱
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        ブC.f鵬鵬0o脾。da・Cqp自弾a。・o唆幽血rCa.○旭前OCθr鵬 

       
≡

        i
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      ..W-21W-2・9w-6㎜一1・I2=≡㍗皿一一20孤一26

      比・R・ODbbc

      NN.封土SWISSEIjSEI.ISINE.3'I
      一'島お一一.'一2二お3.堆2.6{2.9掬.納

      22.72手・2;'ち=2き.・ポ・23.一5■29.228.5

      22.5一2二2ゴ422.422.8一一2ア.8一28.3

      221-2II22;'0I'22.一3I22.一戸24.9'28.1

      21-0ゴ2・・211伯二一22,2I・22三12=三'22.フ23.9

      1一・篶・二2㍉;もj・122.221.一ア=・22.4一22.プー
      19;一I2^2一'1.・'O・2隻.・121.422.2・一21.一8言

      デ9,==P+2q;=㍗.軍1..き21.j3一21.9・一・21.・ポ
      1フー4'8=一ゴ2.一一9・一2・15.0ブ13。一3・=3・'13.5き14.一・99

      1=7:=7616.8ア.1えブポ16j2・414.05・15,01

      1ア.一6.01'Z'ア・一3=1ア.ア516.・3=一8一15.亨1'15.02

      1匁71・1フ.99け今217、'0717.1き・一・1ア.50

      1z19∴91コ      1=・8.79一17.9ら≡1Z=一81・lZ1φ・17.99

      1一首.'86一1'出{8≡1&石・b''1ア.8=ア・17.・54・1・8.'110
      1.8.861-8.る一7一1営.きグ1ズ・9・一9一・lZちラ・一一=18.1I5

      一一5.725.656.オ95三9・土1■5.5量・一1…5.01

      '一6.04㌔.一・075.435㍉》4.874.52

      一ポ615.765.274,95一5.02481..1二
      一キ1

      一612-85.505.4ア5.014.864.6ア

      1-b0148505010030、.求

      1ア20(30)1,224(146)1.引5(655)40b`10)220{1〕186(1§);=

      イー亨8.52-22.9194.8309=153.2240一:

      o;一也則ヨC一働継'o一.地自鵬一・C晦e加。er08Ch.並s触・C-h=.砒S油旭

      Oh飴tOC町O目Cb舳七〇〇θ旭8ChaθtOcθrOSC.地目鵬砒切剛・P一一町耐籔m一

      Baote晒tr口囮0j.fし喧㎎

一2.?0一



       月日苗一一2剛一9樋一17滋丁・2き・一.禰r.30
       夫一・'候1〕cI一一b一R1コbc

       風向.力一S..1NE1SW2SE1SW1

       透明度9.58.78.613.210.5

       026.528.126.428..4睾・ア。ア

       水3■2b.・・826.126.52Z..827.4

       525.ア24.926.42φ・.72.ア。3

       ア;・盲24.624.426.3.25..22.7.1

       1o23.9一・・'24,025..82亨・・126.7

       揖12.52.3..§一・・23.5一2睾{24.826・φ
       1523.423.525..224.526.4

       q・16,4816.3416-41.16,9917.23

       塩31'6.5℃1Z2116.9916.921Z至g

       5一16.5317.501ア、071ろ641ア。φ4

       素フ.517.25一1ア.ア21.ア.1117。.9睾{7/2
       10一一:17.アー1一1ズ7『1Z20.1ア.8-81Zア・尋

       量'一1'一2,I5・1ア.8-4'17.921ア.2P1ア.8.217・寧O.
       15月8.041ア.8ア1Z52.18-0417.84

       溶0.5.10...5.3;4.874744・Z4
       存54.92一5.3.64.92,4・92.4.ア9
       酸105.09一5.525.08       素5.36一,4・9・5
       155.04一5.325.385.055・2.4

       ボーリドラ563618ア一
       幼生数
       フジヅポ

       幼生数836(4』208184(1〕30一
       沈澱.量90.586.55.ア2.4一

       Ch.lPa眉1dOr㎜.d跳t6誌工。日一C1ユaθtOcero日Pθridユni㎜]F.

       ブ.・一0h.0㎝脾日.Ceratiu皿MiprOSt弓ユエ・a.Pθ…ユユユ埠。・F.
       ラ・C一.fu出一」ヨaC亡θi姐trし囮CO脾理d且Mio和S悔u1a
       二/

       ク
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 ト㈱

      旺■6'唖≒1-4X-2=b一X二27X-5'X-11
      1〕Cb-b.一b一bCko

      NE21'S固.一工{'E1NE,・2珂E1N1

      11.511.91-0.2一5.4.1.3.19.5

      26.926.226.526.225.525.0

      26,626.12ち、225.425.3・25.1

      26.626.126.225.3125.3一24.9

      2φ'626.1。26.125.225.蔓25.0

      2争・426.026.125.225.224,6

      26,425.925.925.125.2一24.6

      一i26・;i25.825.9'25.O25.{24,6
      1Z4g17.7817.76一16.681ア.811フ.85

      1フ.611ア.841-Z8917.4917,'ち4・1ア.86=.

      17.6317.8817.92'1ア.8917.さ617.50・

      17.661Z8817.9617.9417.・9・きI1ア.86一・

      17..72.1Z9317;941Z951-Z9・7一{8.21

      1Z=731Z941Z9-8{8・941Z98一18.24
      1ア.84一18.06一17.9718.O、17.9818.26

      5.01一3.32一4.96一

      4.92一5.15一5.134・9手

      4,95一5,27一5.・09465-i一一一
      4.89一5.23一5.104.55一

      ・1・215.13O8

      フ9(ψ.27一69(ヨ582(ll一)5(3〕208

      3、,94.2・、7て.ち24.928.952.9

      0qpe陣MiC鵬teコ」[a一Ba航e1ri帥r岬]ヨact町i明tr口]ユ』∋a軌θria81;n迦』ヨaot自ria目

      MiOro日t或ユaObae加C匪O日Tha]a醜⑩寧岨・C上a航OoerosT㎏工a鵠io胴xO㎞tOCer♂
      ○畑自to帽噸丁幽io曲軟C止艶toc研。s丁加ユ的目工。伽r・蚊C佃8tocθrOs

      Tba]一一日s堵si工a
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        月日.X-18X-25x-1卿一8迦一15迦一22

        天候1〕o1〕Ob1〕

        屈油'NE2NE3・“1芯1..N盆2'NEI一一2
        透明度11'9.59..511.5{一4..5ゴ4.1.
        023.」9一22.321.820.920.5=芝0.き.

        水323.B22.421.8=21.1一一2二〇、520.2

        5一.ユ。.一隻3.8・一1一22.421.721.120,520.2

        I7.5・身3.722.421.621.2一20,5二隻一012
        †一〇・2き.722.421.7=ラ1.120,6'20.2         ≒

        温1・2.5'23.8・『・22.321.6一21.120.520.3
        111j5二23.富一22.321.6一21.320.62'0,1

        o一1宮.O一一∠18.3318、{418.48一1一一8.611f-8165
        塩.・一.三1貫'二181..ツム1,8.3.デ18.45↑8.421'18.64一18.62
        '5;1'8二〇一9・18.4き・'18.4418.48一'1-8.6518.69

        1'81'15:18.64㌔I1一        .・素一一Z≡518.39;.18.45一18,46一一18.68
        1o=一1∴81・231I8.43==18.46{8.4818.66.ゴ8167

        旦里・デ2,51・18.イ・1;18.5会・18.4618・381I1-8,64・デ8167
        j1司・5…1二;8136≡18.4218,47パ18.49一・1'8167.一1-8一!69
        一〇;4、・g6一4.7と・4.87==5,05=4861ぺ97

        溶
        存・一=ポ4.93=4・9き.515㌧493,=4.87一4・76
        酸1ロー一一一4.ウ54.745.1・0一5.12・4.864.75

        素{.・ち4.・1一一64.435.寸アー4.83.5.05I4.82
        ポ=一リードラ
        幼生..数0oo3114
        フジツボ

        幼生数3529=一6551'0'1081き〕2む12.579
        沈澱量一一一88.2一一一1061115ア12.6I、、.,、1、&9

 
       
三

        ..B鼻。t町ia日紅㎜ユ∋ao.BaC.Ba.C、.Baoteria8trじm蹴te嚇
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ト

        ン

一273^



l
t

      X-29㎜一10㎜一1・6珊一21㎜一271-6

      1)りC1〕ci〕1〕o

      皿E-3N皿'.2一一NWI一.■2一一NW1■固NE1.NW2

      14二210,512.5一13一10.5イ4

      19・.619.218.918・7,.18.616.7=

      1.9.4一19.118.818.6.千一8.21.ア.1

      19・与.19.118..8.18.618・2.1ア.1

      19.619.O18..818.518・1.17.1

      1.9・=619.118。、818.518.0.1フ.1

      1..9.6.19.118.918.617.917.1

      19.7.19.118..9.18.617.91ア.2

      1戸・6418.5018・.5」,3.18.67..18.6918.78

      .18。.6,21§一6一ξ;I.1.8・72.18.7418・φ818.フ6一

      .'8・6.41β,亨9、し18・7手.1§・76.18,6918.72

      1.8・、φ手1章・号818。.ア.P.18・62.18.7118.ア.7

      18.661草“g.1β.一.7.518・ろ・号118・6て.・18=77

      '8・6,418.5ア1.8.7.11章。φ718.70.18.78.

      18.671β.5918、.7318.69.18.ア218.ア8

      4.985:」1,1。令.844・.9ザi4・83二
      5.015.q84.844.9'0『4.93

      4.985・.睾.44一..8-2{・95一4.'94

      千・?95■2..斗884.97一4.9字.

      j.O18ド.0.・z..6・..三一i一2隻、・
      '一一一一一■■

      38(4〕981(4〕19203三1;656(5〕邸.31、二(4〕、
      {=・

      11季.58.7・14.88'111119.10=

      o.舳u圓.Cθrati口mdθ旭.拭,・mCg旭ti叩C血θtOce加8C1鵬卿er08

      Rbizo目9CO聾幽.0噸.暁,一.・0地・榊g聯.Thaユ碑飢。・..、.T.興a日8iO

      C㎏θ侠鷲日C㎞卵撃野、一O㎞e加煕r08丁腕・・{・耳uCa哩趾a...Rhi酌日。I
      丁対等ig'・坤睾ミ。.一R]]地080.即軸孕.…...R雌呂080.=q鉗aせ㎜・=

      'R虹昭。so丁剛鎚搬:≡上.qo酉山一
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       月日II-13・I-20一I千27竈一3皿一1G

       天一一候・1〕o1〕C=o一1〕1〕二〇

       風向,力NW3INNE3SE1N瓦3.N瓦・一.1

       透明度1614.59.511.・512

       0,16.716.2一16.215.715.7
       {.

       水31声・716.116.2一15.ア15.7
       516.816.016.1一15.8.・15.フ

       7.516,816.116.115.7.一15.・.7.

       1016.916.1一16.1一一・1b,8一15、ア

       温≡12151一ア.0・16.116.1・・15.8.1-5,7

       1516.716.216.215.7・15.φ

       018.ア718.プ418.2718.9・418.身3

       塩318.7-61817・4一18.44一18.91.18.89

       518.7618.7418.6018.8・41・8.9P

       素ア.518.781817318.I7-318.・8518.86
       10{8.ラ61817418.8219.0219.03

       且園叶12.518.78一一・18.7418.761&9・9.18.86
       1518.7718.751-8.8・018.9018.91

       港04.945.23=6.005.475.30
       存55.015.1言一5.405.425.29
       酸
       素104.945.125.285.435.29
       154.955.105.225.36I5.29

       ポ1リ・ドラ
       幼生数.5510て14一三L2
       フジツボ        数41(1j13.4j葦、ξ;6、12172
       沈澱量8.8一16.・522.95-2.;94.2,8

       G1且etOcθr08Cba.etdoθro目Ch舶加。θro昌○庖etOCθ工080㎏前。Cθ一〇日一

       ブC㊥ratiu匝丁畑ユ舶日i0T]]紅一a8日io.・C080加O0088inO.

       ラI一R姐藺。日。一一C餅ati㎜一一・一008C加O。・一Cα記倣On丁埠血ε8ig
       ンI一0080iエユOCe池虹u・皿1・10orθ加工m

       クNi1=囲dhia
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      山一17皿一24皿一3皿・口10皿一・1フー皿一24

      oobC1〕c1〕O1〕

      聰囮2N皿1珊瓦2NE2NE2SE1

      9.511.512.5131711

      15,3。一一15.4{5.51・5.1・15.2一15.O

      1.5.515.515.415.115.115.O

      15.615.6f5.415.2「5.1..一14.9

      15.615.6...一.15・415.215・ゴ14.9
      15.ア15.615.415.215.215.O

      15.ア15,5・15.4.15・.3。一1.5121・。15.O

      15.ア15.515.4{5.315.21419

      18.5218.96{8.980・・1-8.891-81百518.83

      18,6918.8118-8418,9418.941-8.ア9

      18.771富.9618.8918-8018.9018.88

      18.861g.1818,81.18.8218.9018.86

      18.8318.8518.8319.0518.8718.80

      .18.9818.8ア18.86I18,9218.打18.86

      18.8818.9718.8618.8618.8818.82

      6.074,835.475.364.755.25

      5,714.945.085.204・6.q5.'14

      5.395.085.015,154.一ち75.10

      4.975.225.045.154.一一6.8一.5.24

      23.110.O
      “.

      3ア5ω223(1〕14ア(3〕146{1〕213

      39.615.28.310.65;31-6.5

      Oh劃ヨtooer08Nit鵬。bia珂it鵬鮒00日OinOdユ節uS.C囎P加岨地Cu日O一αヨC加O

      Nit困C姐aC止鵬tooθrosOh或。oθrosDi倣ユiumDi城ユiじm0h鵜七〇cθ口。目

      COSOユ皿幻i日Clユ8一Co日。inOdi日Cu目コD-ityユ加皿Nit鵬鮒a0虹も七〇〇er06.]⊃i蚊五1ユIn

      lDi奴ユi1ユ皿.CO日。加O血80u日一0θratium

      C鉗atu士m0θra.tゴu皿
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          月≡日層別、ポリドラ幼生数7ジ岬幼生一致フラ:/クドソー          理MF計ナフ切ウムキプリヌ沈一'一澱..尋ポ学'
          5～1・0一125。017'5o          W-2010～5245.13029O.一ψ・2ミ.5,O
          15～1122.O146o3,8
          5～O312i530333IgZ5

          .r2610～527一4132708.4・
          {5～102349912.8
          5022'一12168・2n          何J一一5一1o,11.          昭一2239;14162027.6          15～{O{29553ε5.亨
          5～0i21144O1.

          」910～5O11111-1114.9
          15～10・131131305.5
          501107

          .一1ア.何～5Oo0o34oI.αち
          15～1I02・2・0433o0,8
          5口000,

          一2310㌧510o15一0一0.5
          15～11146。I0、O.5
          5用一〇ooo0・42O.2

          '3010～5o101302一〇二0.5
          1n0。・4.O05
          5㌧0o0o011.一一0一O.4

          .旺=610～5C0I009..O           'O0.3          15～1011・o。1・2“.α4
          5～O000=0I一1.・0、

          一1410～50一0.口01.口.          ・一15～101001一1801、α610.7一
          501102・3

          一20、1・O～5OO113o一5.Of
          5～11一〇一018.O2.8
          ・5・～O52・.2一910ア0          {0～54.3          一271口1.258P.          5～13227157・23・7,80
          ・5～OoOO0一233.1

          X-510～5o000o12.3
          15～1口;0口!229o1.8
          5～O一'ローo0064・o15.2

          一1110㍗5000.08504.8
          ,.1・5～100oGo一211.一〇1.7
          5000o03016.

          一18・10㍗50、j=ロー1」一・≡1124010.8          15～1000一.・.司.。,二20。06.9

          ・5一一・OI0・、、二0・.O一0091          一2510～5'o一〇…σ=20ア09.フ
          15～1000.0..04405.3
          50I000一一11410一0.4

          XI-110～5100j1..,・64220.3
          15～10100129o18.2
          50Oooo

          一810～5000o603.3
          15～1000001104.6
          500z、

          一{510～501011701.2
          15～10o0001フo1.3
          5000.0q.O≡

          一221口～50123408O・4.O..
          15～1001016る902.8
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          月日層別ポリ昨デ動・生数一1フジツボ生』一=ヲンクトン.          亜1.=一MF計ナープリウムキプリス沈.一澱蟄備考
          5～00112一ポ02,5

          Xト2910～50011401,3
          5'

          5㍗000.33.211          1d～51.7          珊一100I0一一1一1.・一'13竈・・・0.9

          5～00一0111{0
          一1-6'10～5一000'02.0一・..Q.6

          15.10.0000
          5～002一2471O・2.i・一

          一2110～500111801.1
          15100004
          5～001121.14801.9

          一2g10～50D1114201.5・
          151002

          5㍗0214ア13103.1
          1-610～501・・4一5フ・6・O・2.5

          15102

          b～0001160一1.7・
          一1310～500224o1.5

          1510o.4

          b～000004o2,7
          一一2010～50101100.8

          1510002

          5～O01て2'I'ち一8一oえ2一
          一27一10～5003一34302.,.
          15～10012ろ808
          5～0一011216o8.7

          皿一310～50O22905.6
          151O49

          5～00o11970一ブ。I
          一1010～500o03204.ア
          1510.4

          5～000o0131015.1
          一1ア10～5o01121o1.g

          15100o1

          5～000o一03701.2
          一2410～50o001301.7
          15～100o111122
          ～00O051O1,9・.

          町一310～50o002ア11.8
          151000

          5～000003002.6
          一1010～50uI00蝸一0一1.7

          ・i510O0oO.36O
          5～q0一000一そ・.0・一一1.3

          一1710～50・'0。・・0.0o0=0.8.
          .・15㍗10o0・0..・.P.、00O-4一
          ～03.7

          '2410～5.・2.0
          ・・.1.5～101.6

 →2-78一



 鹿児島湾におけるムラサキイガイ
 平山α・1一,・p・の生態につりて.

 鹿児島湾内のアコヤガイ真珠養殖午姶ける害碑生物のrつとなってきた千ラサキイ;ガイは・.春珍
 ら初夏に糾モ夫即発生し1真麟殖筏稽に離して=・アコヤガイの衰弱堆グ沈二下と～た・
 被害を及馳て仰その肺クルマェ叩養麟料としての神性蝉められて・市用餌料の.

 1碓亭∵㍗∵㍗㍗∵∵㌻∵
 .静へ及.び万1苧.,…

 鹿児鱗棚坤身地先の直岸亨・㍗鵬珠着弾郎㌣て・二昭和・・年・月から・・隼・服.
 補査咋狐細線纐した紬・こ一?綱チ蜂・鵬置され年も.のそ狐
 a・産卵期;2年貝を1ヶ月に2回二名5口揮あて採取し・生殖巣〃〕肉眼的観察を試み・11月
 一一順守・年貞の郷・脱細嚇の探坂癖とな一たので当年貝を蹄し丸見・北原式;
 誰でツ1嘩週1回・・1・楯からの垂壷曳によ燃し紳遊幼生を計数し年ほか・・ネト・
 目ン網地(葉色・無色・一線印ρ・㎞目を師・榊1一郷・伽の円筒卿芦クターに仕立て1
 これを層一プm-3肌一5物→Z亨'椛一10物の膏層に垂下し;て附着状況を観察した6な右・
 ここで述べる・年早と当頓の区別蹄査あ鯉上1その年鱗生即鉾葦枇で脊当年貝∴
 それ以降を書隼貝ξした・
 ・成長:筏聯←た当期を1伽酊;㍉一・;・個以上・・隼貝は継・し幽醐調査用の
 ものを供しこれを計測した。

 。肥満度;隼殖巣?内腹的観察に1傑した一ものを計測レ1その軟体部重量・と蟹長及ぴ殻重から算
 出し牟。

 以上の解折た用ト走材料ぽ2年貞7;P、。0個.当年貝4,{2ミ4個セあ・ラた。

結果

 .a産卵期

 内腹的観察結果を第1図・浮遊幼生の消長を第2甲に示した。
 これによ亭と。当年貝では2月下旬から成熟した箇俸が翻やちれ始め.2一年貞の6月下旬に

 は.その大部分が放出してしまつている。このう・ち成熱した個体が多く認められるのは一4一月初

 旬から5月中旬重でとな。ている。次に浮遊幼生の消長を今ろと・・年間を通しセ・3月上句にミ
 始めて認められ始め・6月上旬には終期と涜り・その母も多ぐ出現する時期埣・4月中旬から=
 5月中旬までとなっている。次にコ。レクターへの附着状況であるが..現在夫整理のために.附
 着量。種.成長等については後にゆずるとして;飯揚げ時(8月21目)の肉眼的観察では4
 月19日と27日の分は大量に着生し。一部はその重量にたえかねて脱落したものもあうた。

 5月4日の分では。コレクターの色を黄.黒.緑色の3種類を垂下したが.色による差はほと

 んどなく.黒色がやや多い程度であったが、5月10日以降20日,30日の分にはムラサキ'
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 イガイの着生は全く認められず、フジツボが大最に着生していた。垂下深度別では.一部が貝

 の重量で回一プ(10欄)が切断したものもあった汎表層でやや多ぐ感じ三・その他は大芦
 は認められなかうた。

 以上の事ヂら・湾内に分けるムラサキイガイの産卵期は隼午1回で㌧その盛期は3月下旬か
 ら4月下句までと推察できる。この時期の水溜は表層で1-4℃台から18℃台であうた。

 第1図生殖巣の肉眼的観察

 外套膜に生殖巣の全く認めないもの

 外套膜k繭稜状に生殖巣のあるもの
 外套膜中に生殖巣が完全にみたされたもの  b成長(殻長)

 当年貝の成長は第3図.
 2年貝の成摂は第4図に
 示したと捨りである。
 これによると.6月中

 旬頃茎で・2㎜以下の稚貝
 の着生が認められるが.
 その最も早い群の戚長を
 殻長のモードでみると.
 4月下旬に着生したと推
 定されるものそ、5月下
 旬には約5㎜.6月下旬
 に約ユ。伽.ア月下旬に約
 18㎜となり.夏期の高水
 温時(25℃以上)には一
 時成長が鈍り.8月下旬
 には約20肌9月下旬に
 は約22伽吐なり、この頃
 から再び伸長し始め.工。

鵜繋7涼雛
 約46榊.1月下旬に約55
 ㎜.2月下旬に約64鮒
 だ茎している。次に2隼
 貝てば.j4月下旬に約69
 伽I5月下旬には約万伽.
 。と在り.その後の成長は

 非常にゆるやかとな.≒て。1P月初旬。には約80例水達し。1その後体鋸死。・.脱落するに至。ている。
 この聞に9月20日、最長殻表94欄を記録した。

第2図  浮遊幼生の消長と水温



 第3図当年貝の成長と水温

 ※早期発生群のモードは別区から回帰したもの。



 第4図2年貝の成長。但し肥満度測定用具50個宛

 均枷垢Ik10理%

 C肥満度

 軟俸都重量と殻重との関係は第5図。軟体部重量と殻長との関係は第6図に示したと拾りであ
 る。

 これによると。2年貝では調査開始の4月中旬一から10月中旬までほぼ直線的に減歩してい
 る・叉当年貝に拾いては12月中旬以降から3月にかけて上昇して.い飢しかし・その値ぱ2
 年貝よりは小さく浸っている。いずれにしても,肥祐度の高』時期は4月から5月となってい
 る。叉,いずれの場合にも.その値のばらつきが多く認められる。・

 考察及Iぴ論議・

 今回の調査から鹿児島湾に拾けるムラサキイガイ(特に真珠筏に着生したもの)ぱ.春から初夏

 にかけて発生。附着し・夏期の高水源時には若干成長は鈍るが後は順調に成長して・10ケ月後の
 翠年2月には成熟した個体も認められるようになり。春先から初夏にかけて産卵する。そして夏期
 の高水温時には次第に衰弱して行。て、秋口の10月頃から次第に鑑死するものが現われ始め.1-1
 月には筏には2年貝はほとんど認られ左くなる。これらのことから,鹿児島湾に拾けるムラサキイ1
 ガイは箪率性ではないかと考.えられる。そこで防除方法であるが.現在のところ附着を防ぐ方法は

 判明して■(在いので.着生した椎貝を貝掃除讐により。かき落す方法がとられている。コレクター

 の附着状況と・浮遊幼生の出現消長から・6'月中旬以降には新し一着生はないと思われるので。5
 月に1.回、。場合によっては一6月にさらに1回の掃除を行えば充分一ではないかと考え一られる。.次にク
 ルマエビの餌料として利用する場合であるが。その採苗一は。産卵盛期の4月中旬から下旬にかけて.
 水温が14℃台から上昇する頃に。コレクターを.垂下すれば容易に採苗出来る。むしろ採曹する場
 合には・・ヨ、レク.ターを余り長く垂下して巻くと附着過多と凌.り。互いに成長がそ害されるので.一間
 引くか1型ρ養殖寵に入れて養成する工夫が必要と考えられる。そしてムラサキイガイーの成長はイ
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 第5図　軟体部重量と殻重との関係

 ガイにく些べて非常に早く、'前年録苗した毛のは翌年の春には採取して.餌料として使う事が出来
 るようである。その場合.軟体部重巖の増減は.生殖柴の肥満に大いに関係があうて一。・これが鰻大
 と在る産卵期に採取し在いと夏期に入。てからは成長は低下し.次第にやせて来るので限定された
 期間内のものしか利用でき在い。しかも。当年貝の場合は、一末だ小さくて餌料としての効率が悪く。
 翌隼の3月頃まで使用出来宏いので.生鋳とした場合には半年間は莉用出来ないことに在る。この
 走あだ4月から5月にかけて大量た採取しそ.凍結貯蔵し在けれぱなら・老いが.一・その芳凄に↓者を
 要するようである。一一

票耗

 1.一度免島湾産ムーラサキイガイの産卵期.成長.肥満度について一の調査を行うた。
 2.産卵期は年1回で一あり、その盛期は3月下旬から4月†旬で水温は14℃台から18℃台であ
 ,た。一一

 3.成長は4月下旬に着生したもので。5月下旬が約5山、6月下旬で約10ん蜆.7月下旬セ約
 18m冊18月下旬で約20伽.9月下句で約20欄、10月下旬で約27榊.11一月下旬で約

 35伽12月下旬で約46伽'.1月下旬で約55伽、2月下勧は約64伽に達し、一一4一月下旬に
 =約69伽.であった2隼貝は.5月下旬で約ア3欄となり.後10カ初旬で約80伽と凌'った。二一文.
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 第6図軟体部重量と殻長との関係

当年貝

!
/

1
仁

 %628㎏kエ024%O

 殻長轟夫は9・4伽であ・全た。

 4。肥満度は.当年貝てば12月から4一月の産卵期に向って次第に増大し.2隼貝と在。た4月を
 ピークとして次第に減少して10月の鰭死に至る。

 5.防除については貝掃除を5月1回もしぞは6月にさらに1回行えば充分である。
 6・採歯については産卵盛期(4月)にコレクターを垂下する事により容易に出来る。
 Z餌料としては。凍結貯蔵する場合には4月から5月に榛飯し在けれぱをら凌い。10月から3

 月までは生餌としての利用度が低い。
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 内橋潔;イガイの養殖.水産界、κ.808.1951

 ミ宅貞禅・他;海水の塩素滅菌による微生物及ぴ魚貝類に対する影響の研究一㎜、
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 ける姉サキイガイの産卵期)。九電総合研報.κ12.1959
 宮崎一老;コ枚貝とその養殖.いさ注書房,1957

 安田徹;福井県丹生湾吹券ける汚損生物一皿(ムラサキイガイの産卵期について).水増第
 15巻第1号、196ア。

 吉田裕;浅海産有用二枚貝の稚仔の研究。水講研報.第3巻第1号.1953。
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 クロアワビの産卵誘発と幼生～稚貝の飼育試験

 僻口44年度から発足する垂水増殖センターに拾けるアワビの種蒔生産の基礎資料を得るために

 前集度に引き続き室内水槽に合いてクロアワビの産卵誘発並びに幼生～稚貝の飼育を実施し、次の

 ような結果を得たので報告する。

 丁材料と方法

 a)実施場所

水産一試験場実験室

 b)供試貝

 母貝は薩摩郡上甑村浦内漁協管内(長目の浜～しようじ浦)同郡里村里村漁協管内(荒太崎)
 にて11月19日～20日)12月5日～6日に特別採捕し.この中から生殖単の良く発達した

 とみられる個体を選別(第1回目5ア個;第2回目80個).さらにこれらの貝はポリピクに入

 れ.阿久根経由の定期船と公用車にようて鹿児島に輸送し.鹿児島では当腹のコンクリートタン
 クと竜ケ水力崎湾の.真珠作業の基地筏に垂下蓄養した後適宜抽出供試することにした。

 o)産卵誘発

 これまでの試験で産卵誘発には干出刺戟と温度刺戟が最も有効な手段であることが判。たので
 今年度は、はじめに供試貝を30分～2時間干出吹後.次のような産卵槽に収容。さらに300

 Wのヒーターによる温度刺戟(温度勾配3.6～8.0℃/h)で産卵の誘発をはかった。産卵誘発
 に用いた水溝は(縦45X横アOX深さ80伽)の塩ビ水槽であうて,母貝は一さらに縦32X構

 45X深さ20伽)のポリ寵に毎回雌雄8～15個あて入れたものを前言己水槽中に垂下しれ
 d・)採卵～幼生～稚貝飼育

 上記湿度刺戟によって誘発された受精卵はビニール管にて5Zビーカーに収容,この中でミュ

 ーラーガーゼにて狭雑物を除去,充分ろ過海水で洗樵した後5～15Zガラス水槽に移し,さらに
 これを195～2リ7℃の恒温槽に水浴させ.18～20時間経過後TroohoPhore初期で回

 転運動を始め出したものから順次坂り,一これを次期水樹てZ当り2口0～6口0尾あてSθtし飼

 育を行うた.これらの飼育槽は室温に放置した一槽を除き,ヒーターにょ。て温度調整を行,た。
飼育水槽

 パンライト円型フ蜷(径100)く深さ80㎝)500Z3槽
 アクリール製角水槽(縦ア2X横37X深さ31cm)70Z3槽
 塩ビ角水構(へ・)70Z4槽

 ・)餌料生物

 浮遊幼生期間申は投餌せず,翻飼しはじめる4～5日目から予め水槽でNaVio皿ユasp並び

 にNitZohia目1P・の珪藻類やPユ乱七y皿。nasを付着させたバンライトの波板を垂下し重た

 呼水孔の形成がはじまる殻長Z2殊に成長←たものにぱ珪藻や微小藻類の着生した岩宕を入れ・
 さらに殻長4烙前後に達したものにはI^バノリ、ワカメ,アオサ等の生海藻を与一えて飼育した。
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 且結果..と考察・^

1採卵

 11月20日,12月5.6日浦内と里で採捕された親貝を寵ク水大崎鼻の筏で垂下蓄養し.

 11月21日(・一4・H)川月23日(・一・・.・一.7):用一2・日(・目4・
 ・昌・).ll'・月・日(台誼…星川:1・月1一・目16=・。旱一・)それぞれ生殖巣
 の発達したものを選別。これを本試実験室に持ち帰,て千田と温度刺戟によつて産卵の誘発をは
 かつた。その結果11月21日(受精率68%)、11月23日(受精率ア4%).12月9日

 ・1驚二〇億㍗ら㌃=㍗麟生によってそれ舛∵瓦50万の
 表1.温度刺戟による産卵誘発倒

          月日水温℃■放出育での時間受精供試貝
          当初飼水溜加温刺戟濡度♀(時分)♂(時分)旱♂探貝月日

          11.2119-25.925.102h-38m01h-10例十ア411.20

          "23けgz925-801・1900-50十ア4{1,20

          "2519.46.225,6一00-40一8411.2口

          12.91Z85,122.901-5501-43多卵十.1412.6

          12.'13'一16.88.124.9I01-07一4412.6

 第1図1968・12.9の測度刺戟例

25

 供試材料♂=4
9=11

受精率80%

20

↑
 09一≒00-10-00 11-0口12-00 13-00

 2.幼生～稚貝飼育

 前書己の・とお力5回の産卵誘発実験で3回veigθrを・欝たので前記水槽で飼育を試みたが.・で一

 の中11月21日。23日にふ化したものは浮遊坤からVeユigθr坤に奪る過程で幼殻形成が
 正帝午行われず4㍗12日間奇型の状態が続いたまま次第に琴滅し価..…9現象は過去5ケ年の

 蝉㍗じめ㍗験で㍗観十㍗茸められず'㍗㍗㈱鼻1



 震鴬幾機鶯㌘や一ま繍†温㍗番†たが同r傾呼弩1!・
 従礼次熾べ磁育結果は12月9日午産1舳のであ札これらぼ表・あ1う戸扇 育条件のもとでそれ老嫡育された・触飼戸淋ついては揚給水施設が不備献め餓また
 は2～5日毎に換水を行うた。

表2飼育条件

      κ飼育水槽調'潟飼育水漏飼育I水幼生白・t数

      第I区パyラ^円型槽500Z100Wヒーター2本水槽投込み17～18t1～3日毎換水娼.i2,104×1010
      ""〃一"〃パ同上XlO・20
      町""""〃同上。何壬30
      wア㍗,ル水槽70Z120×90伽煩漏水槽に水浴A槽(20～21℃)循環式5～7日目換水焔..1Z1712,500
      V"・一〃"B糟(1ア～19℃)"同上       2500

      ㎜"""C漕(1・～!6℃)〃同上       2.50.0

      w塩ピ水槽"〃       全槽I(20～21℃)."同上1       2500

      嘔〃""B槽(i7～19℃)"同上       2.500

      艇"〃"(1・4～16℃)"同上
      ○槽2.500

      X〃〃室溜球置(12～16℃)毎日換'水43.{2.105000

 今年度は上記飼育条件のもとに収容密度(試験鴎1～剃区)と水温州(試騨第11～第・区)
 の比較飼育を試みたが・これによる稚貝の成長。歩留りの結果は表3.表4のと拾りであ。て、ま
 づこの㌣の収容密度についてみると12月10日500Z水槽に10万.20万.30万あ幼生を
 収容飼育を開始しその後3月24日(105日目)に水槽を干し上げ計数した結果.各槽9収容
 数に対する歩留めが0・25・0・32・α30%で各糟間に1ま大差は認められ左か。た。従って今回
 試験した飼育水凶…～…尾の調の収容密度では歩馳に有意な差がみられをゆで
 途中の減耗を予測し七当初の収容密度はこれ以上多い目にSetすべきであろう。
 淋各槽の騨鋤については・必らずし1賊綾どは云えないか飼育鋼中の減毒の禁況・

 について断片的である絡槽の壁面や垂下された・枚の波板に着生する稚貝を計数観察したところ
 では殻長…….±.91.5㎜(1月31日現在)の稚貝が1,800-5,一200.7,800個それぞえ確認
 さ札この時点てば可なり多くの探苗が予測されたが.その後において激減し結果的には252,
 641・912個の採苗にどと一まった。これは餌料不足と水質管理が十分でをか,たことが例える
 ので今後大量種蒔を育成する上でこの点十分検討改善をはかるべきである。
 次た飼献駈…以上・1・～1・・。1・・以下の・段階腸けて飼育し鵬果は表。の・
 と拾りで・高温飼育の方が低温飼育より歩留りで4・1倍・成長で2・0倍とはるかに好結果を得た。
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博

 在拾.室温に放置した水槽砺Xは飼育水温(12.4～16・0℃)の変動が著しく14日間の飼育
 後全部難死した。また塩ビ水樽で飼育した盾W～lXでは塩ピの槽壁に着生するものは少く・ただ槽
 中に垂下されたバソライトフイ・しムに僅かに着生するのが認められただけで最終歩留も2.7%(68
 個)、1.3%(34個)、1.2%(31・魑)にとどまつた。

 表3収容密度飼育試験の稚貝の成長

    第I区第四区第亜区

    バンライト5口0Z左回左同

    日平均殻長X平均殻巾平均殻長X平南殻巾平均殻長X平均殻巾

    43.12.130,298×0,259(㎜)0,297×0.2ち6(伽)α297×α257(伽)

    "12.170,356XO、る000,347×0.298α346×0.298

    "12.26O.421Xα3280,416×0.3250,418XO.325

    44.1.91.12.X1,010,928×0.9050,923XO.830

    〃1.181.28XO,1司1.14×1.011.12×1.01

    "1.引2.14×1.ア61.56×1,281,4アX1.26

    "2.52.60×2.021.7ろX1,441.62×1,40

    "2,123,05×2.462.35×1.932.09×1.73

    "2.193.91×2.972.84×2.3g2.45×1.96

    〃2,284.48×3.503.15×2.512.64×2.05

    "3.34.ア9×3.853.21×2.ア52.74×2.b9

    "3.135.12×3.873.45×2.852,81×2.1口

    "3.245.6)(3.93.74×2.902.98×2.12

    43.12.1010×10.420.X104一30XユO.4
    当初自θt数え

    44.3.24
    生残稚貝数252641912

 }2ξ草^



 表4水温別飼育試験の稚貝の成長

    水槽第w区.第V区第w区

    測項定目アクリル水槽7口Z容左回左回

 
   

.眉

    臼平均殻長X平均殻巾.平均・殻長x・平均殻巾平均殻長x平均殻巾

    必.12.・130.29×α25ふα29×0.25伽I、0.29×0.25伽

    ・12.1ア0.35×一α300.35)(0.300.34×0.29

    ・12.260.44XO.250.43×0.230.40×0.22

    44.1.91.28×0.111.18×1.071.12×1.01

    〃1.181.54×1.271.46×1.261.36×1.24

    "1.312.48×2.012.2ろX1.81・1.6アX1.42

    "2.52.82X….ろ72.64×2.021,78×1.48

    "2.123,36×2.ア93.02×2.451.90×1.66

    "2.194.42×3.483.94×2.982.25×1.82

    〃2.284.ア5×3.844.25×3.182,48×1.94

    "3.35.21×3.894.68×3.802.59×2.10

    ψ3.135.アX4.25.2×3.92.8×2.4

    〃3.24.16.5×5.25.9X-4.53.2×2.7

    飼育水温.20～21℃1ア～19℃14～{6℃

    43.12.1ア
    日et数2,5002・亨002,500

    44.3.24

    生残稚貝数19815548
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 図2収容密度飼育試験の稚貝の成長

 (4a12.10～44,524)



3.要約

 1)・上甑産クロアワビを対象に採卵適期と誘発方法について実験の結果.産卵は11月中旬～12

 月中旬に・干出並びに潟屡刺戦によって容易に誘発さ辛亭ことが可能なことが判っ丸・
 2)=室内水溝飼育の結果.殻長2.3～6,9欄の稚貝a3る'9個(443,24現在)を採苗出来
 一一た〇

 二外00熔のパンライト漱飼育呼繋印壬恥呼Ψ0噸姓残を確認出
 。一杯がその後成長するにつれ減耗が薯÷l!・。繋叩唯←嘩鮒91榊鮒ヒ苧.、、。
 1これはこの時期からの餌料の確保と水質魯理が十分でなかうたことが考えられるので季後大量
 1種苗を育成する上でこの時点からの餌料の補給と展開飼育の方法について検討改善の必要があ

 ろう。

担当者山口昭宣藤田征作
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 アコヤガイに付着するフジtuボ防除試験

 鹿児島湾に捨ける真珠養殖漁場てば7シヅ納付着のたやρ被害が他?漁場午くらべて極めて戸く
 真珠業率殖斉は水温上昇期の6～ア月は深吊力夏季の高温時に牡浅吊り等を行うてフジツボ防除を
 こころみて'い一るが.句れも大した効果がをくフジーツボの盛期には鍵死貝が続出するため.昨年度に
 引続いて薬剤塗布によるラシ・ツボ防無試験・を行うれ一

 材料及ぴ方法

1
.
2.

3
.

4.
5
,
6.
z

8.

 供試貝了コヤガイ貝ぱ2年貝で開始時の重量14g～ザ99(平均169)であった。
 薬剤(ηパ回ンA製造元吉田化薬KK

 (2)バ目ン改良型・・。

 (3)パールコート"カナエ化薬KK(高島真珠扱い)

 薬剤塗布はあらかじめ10分間の淡水処理を行い閉殻したアコ・ヤガイに^ケで塗布し

 た。

 試験区1.パロ:ノA塗布

 2.バ回ン改良型塗布

 3.パールコート塗布

4.対照毎月1回貝塙除
 5.対照掃除せずそのまま放置

 ○各試験区にそれぞれ{00個のアコヤガイを供試し応

 養殖管理各試験Xとも100個づつ段籠に収容して水深2.5物層に垂下養殖した。

養殖場所鹿児島郡西桜島村赤水地先

 養殖期間昭和43年6月～43年12月

 調査方法毎月1回各試験区ごとにアコヤガイの生長度(重量)とフジツボの付着量を調査
 した。

 その他薬剤処理の3試験区てば試.験開始時に薬剤を塗布してから3ケ月闇はそのままの

 状態で手入し宏かうたが9月10日から月1回の貝掃除を行うた。

 結果及ぴ考察

 試験結果は第1表に示しれ

 1.アコヤガイの歩留匂

 対照区のうち貝掃除をし意かった試験区は8月10日の調査から減り初め9月10日には10

 個に減員10月10日には全部繁死していた。

 対照区のうち毎月1回掃除をした試験区てば7月から徐々に減少し最終的には84%の歩留り

 と在うた。

 薬剤処理区てば3区とも僅がつ㌧の鑑死で対照果年くらぺて10%以上の好結果であウれ
 2アコヤガイの生長度

 平均重量による各試験区の生長慶は開始時と終了時でみると対照貝(月1回掃除)で2,36倍
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 バロン千千一71管バロン改良型1倍・・㌻㌻十一Z7η倍とな坤処平方幟が
 よか箏た。

 3フ…ジッボの付着量

 個二1ツ㍗猟具二機1方431固81-188個g月㍗101月11苧
 薬剤処理区てば7月はフジッ1ポや着崖は認めら・れず・.8一月に僅かにフジツボの着生が認めら・れ
 たが着生虫籾のものでアコヤガイに被害を冬へるとは者へられ在か箏た。9月110目には着生は

 100個以下であ・午が寸中体が大型とを肺ヤガイの麓死糟、仰叩掃除を行州秤
 除後もフノシボあ憲生は対照区にくらぺてほるかに少珍,走。
 触対照区(貝掃除せずそのまま放置)布・月・月と時よりフジーツボの楯が手加奉碓

 ムラサキイガイの着生でヲデヅ牢の着生する余地が底かう徒ものでこのムラサ千イガイの付着の
 ために・月まで一1d紬アコヤガイが棲息レ飯ものと者へられる1咋・月9月の対照区(貝一
 掃除材榊れ放置)の平均駿が高いσ〕ぱ㍗ツボと千㍗キイ.亨佃賭の多いためであ
 る。ムラサキイガイ.は8月～9月の調査で窮死しt・ら名急あを多くみかけたがとれぱ高温のため1
 のように見受けられた。

'前田耕作

第1図  一試験漁場の位置
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第1表  試験区別アコヤガイの生長.歩留り  フジツボ付者数.

一
1

                薬鮒処理区。'=1対・照区

                パ回ンA塗布..バ回ソ改良型塗布パー九コート塗布.対照射1'ケ月叡貝掃黍対照貝(そのまま放置)                ・試験区年月日ア数コヤ貝の量了平コ均一・ヤ貝重の量フ平ジ均ツ付ポ着の量ア数コヤ.貢0の量ア平コ均・ヤ貝重の量フ平掬ツ付糟π憂ア数コヤ貝の量ア平コ均ヤ貝重の量7平ジ均ツ・付ボ着の量ア敬コヤ貝慢ア平一コ均Iヤ貝重の量フ平ニニジ均・ツ付ポ着一の量.ア敬コヤ貝の量ア平コ均ヤ貝重の鐙フ平ソ均ヅ付ボ着の量1
                42.&11何0岬16090個100個仏2g○個100個冊9g0個100個{65g0揮1口0個16ノ0個

                Z1110018.7010019.401.00197010018.943100・20,165

                8.89822.41410022.9810023.5392一.1・9718889'2Z52041一

                9.109726.9125992Z062992Z833g019.0`186'10章8,0261一

                10.109アー3α536..9g30.2369932.4448426.2一510

                11.10974.O.010994111149943.0118435.892

                12.109743.429943.939944-448438.913



 鹿児島湾に拾けるアマノリ類の養殖品種に関する研究固

 ノリの.品種・と.芽.^走み

 本試験は鹿児島湾に歩けるノリ養殖の生産性の安定向上を目的として,適正品種の選抜とその

 一養殖技術確立の走めi昭和41・隼匿から継続して実施している。.
 試験品種はアサクサノリ,マルパアサクサノリ,スサビノリあ3種で亀ろQ
 昭和41年度は上記3種6品種について,収量,晶質,生育層の遷移について試験し,品種に

1

 よりそれぞれ長短のあることを報告した)o

 昭和42年度は上記3種3品種について水位別暴殖の比較を行い,穿いた参の被害をうけて収
 量は半減したが,養殖水位の時期的遷移を明らかに。した。また,品種により穿いたみに対する

2

 耐病性に差があることを見いだした)o

 鹿児島湾のう一ち薩摩半島側漁場のノリ惰丙はしばしば発生する穿いたみによって奉奉されるた

 め・本年度は穿いたみに対する品種間の耐難の検討と・施肥・・率ね網による芽咋み鵬試験
 を行った。その結果,本年度も11～12月に穿いたみが発生し,この3カ年の試験のうちノ

 リの生育は極めて不良であったが.品種間に耐病性の差が明らかとなった。また,防除試験て

 ば施肥重ね網によっては決定的在効果は得られなかった。.その概要について報告する。

 材料及び.方一法

 1、供試品種

 模試品種は第1表に示した。これ・ら品種の経歴,形質の概要は既一報1)のと参りで,いづれ
 も前年度試験で生育したノリを母藻として糸状体を培養し,野外人工採苗'し尭。これは41年

 度に痛い老原藻のいわゆる3代目である。

第1表供試品種

       記号一母藻N0種類原産地母藻産土筆果胞子付.年・月・白一毎藻        葉体数

       力レニヴサク〃1」鹿島くi       KK121一画喜入町鹿児島市七ツ島羽5,6820株
       鹿児島市,       TK112一理アサクサノリ        谷山同上固5,6830株
       熊本一鹿児,

       YK116一巫アサビノリ島県垂水市同上町19,68多葉体

 糸状体の培養は前年同様に厳選した母藻を,.清浄なろ過海水で洗浄後,果胞子付けした。そ
 g後は一般の培養と同様に室温に放置して培養した。
2.試験漁場

 前年度と同様に鹿児島市谷山・七ツ島漁場で,3品種は前年と同じ位置の60～80mの間
 隔に配置した。
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3採苗経過

 3品種は昭和43年11月4日,それぞれの試験位置で野外人工採苗した。網ヒビはクレ

 モナ5号36本の1.2x2,0mである。採苗は1品種につき網ヒビ40枚とし,20枚重ね
 にして糸状体カキ殻30～40個を使用した。

 採苗水位ぱ11月5～19日の1潮平均1日当り昼間干出時間で2時間30分線とし,鹿児
 島港検潮所の旦Lに換算して168㎝とした。な拾,水位は前年同様方法で求めた。
 採苗1潮後の11月20日に展開し、試験を開始し走。

 4生育状態の観察

 着生密度=網糸3例に着生するノリ芽を計数した。
 葉面積:網糸3㎝に着生する大型群のノリlb個体について平均集長×平均葉山=平

 均葉面積とした。

 エリスロツン染色率書一網糸は紙袋に納めて持ち帰り,24時間以内にエリヌロシソO。.2.

 ・海水溶液に・分間浸芦してヤ弾後観象し年イう2!邸・い
 ての平均染色率を求めた。

 緒環一及び一考察

 I試験I穿いたみと品種別の生育水位

 上記の方離採苗した3品種の網ひび(1・2・・Z・・)年約げの角度で騨箇定張り←・
 5段階の水位について約1潮期間毎に生育状態を観察した。

 着生密度・(第1図)

 11月20日の試験開始時の芽付きは網糸3㎝当り
 マルパアサクサノリ30個

 アサクサノリ18ゴ個
 スサビノリ852個

 であ九.2月6日までの水位別・時期別のヂ動は図午示すように・品種に午=一砕ヂ
 られた。

 マルパアサクサノリは水位120一㎝で着生密度が減少したが,1-40～24δ㎝の水位では
 時期によって増芽することがみられる。1月中旬までは165㎝附近が増加し、1月下旬～
 2月上句にかけて,200㎝の高水位へ遷移する傾向がうかがえた。

 ～これに対し,アサクサノ・リ,スサ・ビノリは一部の水位を除いて密慶の減少か若しく,2月6

 目まで密度の大師永平はアサクサノ1で1一・・1舳メサピノ1で1・・㎝附近年けてあった
 ○そしてこのラ品種は青ルバアサクサノリにくらべ密度の大きい水位の巾が小さかった。
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マルバアサクサノリ
アサクサノリ スサビノリ

 第1図3品種の水位別着生密度の時期的遷.移・



2.葉面積(第2図

 図に示すようピマルバァサクサノー1鰍位一1スー・㌻㍗.鼻㎝の巾で生長し・1・・α1附近
 がと/に生長して平均…蝉←た。ア†ク等ノ岬・・切のキ位附近に生育カ1みられ
 たが・・月・岬棚に達し走だけである。呼ピノ1も牢青野の巾ば狭/・1・・。1
 附近に僅かに蛸し・平均・・蘇達しただけであ争・・∵∵
 スニ続去驚;幾機1:黙二生育した㍗し'アザニサノリ'
 エリスロシン染色率(郷.図).一..∵一一.I''∴一一ぺ
 染色率を水位別にみると一定した傾向はなく,時期により,品種により変動している。概

 肇の傾向として舛,マルパ了サクサノリが1月6日までほぼ10%以下の染色率であったのに
 彗し・アサクサノリ・ヌサビノリぱ30%の染色率師呼水位もあ沌又・着生艘葉
 離の大きい水位が・平均染色率で低い傾向を示し㌣.芋..

マルバアサクサノリ
アサクサノリ スサビノリ

 第2図3品種の水位別葉面積の時期的遷移
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 いま・鰯に生育した・1年度とξ本犠q生育層について比較すると第・図と妬この
 両年の試験は同じ方法,つまり網ひびの傾斜固定張りである。図に示した着生密度ぱ41年度

 が11舳日か≒・月1・目?7回・4擁度が11月29日から2月61重での5回の
 各水位ごとの平均芽数である。又,葉面積は41年産が2月13日の,43年度が2月6日の

 ガ泣別の平均葉面積である。

 図に明らかなように,両年度を比較するとマルパアサクサノリは一着生震度で43年度がやや少

 し(が・生育は犬養率く・生育層も16b㎝附近と一致している。イサビノリば41年度で水位
 140～1ア0㎝に着生密産,葉面積の大きい層がみられたのに対し、4$年産は水位igO㎝
 附近に肉眼視される程度の生長に終った。しかも43年度の生育層は一41年度よりも3・o～4
 0㎝も上位であった。

 以上の結果から・穿いたみに一対する耐維はア†ク=サイリ・ネサビノ1より.もマルパアサクサ
 ノリが極めて強いことが明らかである。水隼激にみると,マノヒバアサクサノリーは穿いたみの発
 生し定年でも生育層は変ら在いが,スサビノリてば順調な環境の年よりも約30㎝上位に生育層
 がみられた。一スサビノリでは穿いたみの影響を低い水位にうけや・ずく,着生密度の大い水位が

 狭いごとは,田有3),前報2)と同様に高昂りによる芽数の、維持が被害を軽くすることになろ
 う。・二・
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 平均着生密度く.網糸/m妻ノ  平均着生密度C網糸/C物)  平均着生密度(.網糸/m幻

 弟4図昭和41年度(順調）と43年度（芽いたみ年）との生育層の比較

マルバアサクサノリ
スサビノリ



 .試験皿芽いたみ対策試験

 1.重ね網とノリの生育

 と.の試験の目的は,穿いたみのよく発生する福岡県豊前海区で採苗後直ちに1枚張9するとノ
 リ芽が消えやすく,肉眼視するまで重ね網にして拾いた芳がよいという経験的を実例を聞き重ね
 網による防除効果を試験した葛
 前記の方法で採苗した網ひびを1-i月2d白にlO枚重ね,5枚重ね,i枚張りの3通りに展

 開して1月6日まで,着生密度,平均葉面積,エリスロシソ染色率を測定した。重ね網の試験

 区てば上網と下網から試料を採取した。各損一」定値の時期的変動ぱ3品種ごとに第5～ア図に一

 括して示した。浸巻,品種別,試験区別に比較するため平均値を求めて第2表に示した。

第2表 品種別,試験区別測定値

           蓑麦(個算、腸鵠蓑面幕(m州捌ア日エ1メロシン(。)瞬平染色率、二旧6日均
           試験区品種KTYKTYK'TY
           1枚表り681ア61.043O.230.2848一ア5025d124

           5枚重ね上網051362.O110.ア80.04262412241ア3           下網55932.204車ア8Q.0043097321ひ1ア2
           上粥331草22800β3α005、0066021480           10枚重ね下網1916663◎一33・ψg'1㌧005一.6ア1032ア2
 ※、K,T,Yは第1表参照

 ○着生密度:時期的に穿いたみにょると思われる増減が大きく,特に目立ら走試験区ぽ衣か
 った。ヰ均すると表にみるよ.うに,マルパアサクサノリてば1枚,5枚重ね区は大差立
 く,1O稗重ね区がやや減少した6アサクサノリは各試験区とも大差は左かった。

 スサビノー1ぱ・枚重ね区が密度が大き/・1枚張千切・・%を示し・産は重午秤のうち
 上網と下網の比較をすると・下郷小なく・特に・・枚重ねの下輝ヂ牛か九

 〇葉面積:12月17日g平均葉面積で比較す季と(第2表)重存網による差がみられた。
 マルパ子サクサノリは一1枚区より重ね網区牢よく,5碑重ね区声平均してよかづ徒。
 アサクサノリとスサ弓ノリは一1枚張りが最も生長がよ・く、重ね縞の多い方へ生輝三悪る

 か一た。特に両品種で亨10枚重ね区呼育不良で字一旭,、、
 。エリスロシジ染色率:1図で宗し赴咋÷ルニ1ナ垂ク亨ノ1ほr月・日までほ1式1・%
 以下の染色率であったのに対しiアサグーザノリば12月17日に,スサビノリはll=月6日

 に5。%以上の染色率を示す時箏があ一姑.1.年郷よって染色率の帥時期が事一たこ
 とにっいてぱよくわから在い。11月29日㍗=・1・月・6日の3回ヰ均(第2表)て比較す
 ると、重ね網による差は認められ衣かった。

一303山



 以上の結果から,10枚重ねは生長の遅れと,特に下網は芽滅りもみられることから,穿いた
 み対策としては悪いといえる。

一'';二304一



第5図  マルバアサクサノリの試験区別着生密度、葉面積、染色率の変動



 第6図　アサクサノリの試験区別着生密度、葉面積、染色率の変動



第7図.  スサビノリの試験区別着生密度、葉面積.染色率の変動



 1枚張りが生長の面で良い傾向を示したが,重ね縄てば二次芽のII牛わたり、がより効果的に働

 らくことも想像されることから,5枚重ね以内での養殖がよいと推察される。

 2.幼芽期施肥とノリの生育

 芽いたみ期のノリ芽ば色素体が小さく黄色化して一見栄養失調の状態を示している。穿いた

 みの原因が単流る栄.養失調によるものとばいえ在いが施眉目による防除効果を検討したO肥料剤
 .はのりフードを使用し,一その400倍海水液(40丈にのりフニド100夕)に20分間浸漬し
 た。施肥は11月20日から12月23日の約1ヵ月間に12回突一施し九〇
 施肥日:i1月20,22,2-7,29,i2月2,一4,6,9,16,18,20I,2
 3日。試験綱ひぴぱ1核張り,5枚重ね,1O.枚重ねをそれそれ対照区と施肥区に分けた。
 各試験区は着生密度,平均葉面穫,エリスロジン染色率を測定した。各測定値の品種別,時
 期別変動は第5～ア図に示した。また,試験区を施肥と対照区に一括平均して比較したのが第
 3表である。

 表セみ争“.うに・1.揮巴.区が矧(よかったといえるのばマルパアサクサノリの生長で,アサクサ
 ノリてば芽数は増えて,生長が悪るく,スサビノリは芽数が減って生長け大差在かっ走。エリ
 スロッシ染色率では施肥区が高い率を示した。1これは施肥による影響かもしれ次い。一
 前記の』;うに,穿いたみはアサクサノリ,スサビノリに被害が大きいが,この試験ではこの由=
 品種の穿いたみ防除に施肥効果があったとはいえ在いOマルパアサクサノリの生長効果は認め
 られた。

第3表品種別,試験区別平均測定値

       着生鍾廊㎝/平均葉面秤(m・ウー2月iア日エリスロシニノ染色率(%)       11月29日,12月1ア日平均11月29日,i2月iア日平均

       品種一対照施一一肥一区対照施肥区対照.施肥区

       K53,4一54500811一、1O4,5zl

       T104,6197,6O,12O,0220,02乙1

       Y15523.36884,2,152,3214,718.1

 ※K,T,Yは第'1表一参照

 3・.品種.別の収奪比較
 重ね網,'施肥による試亭夷に使用した細ひびを1月ぐ官に展開養殖したが,穿いたみによる影響
 でアサクサノリ,メサビノリは生産をあげえ在かった。マルパアサクサノリば2月6日と,3
 月4日に摘採したが,量的には勘乍の41年のlO%てあっ走。しかし,マルパアサクサノリ
 は采苗による芽付きを濃くすることと養殖管理の徹底によっては本年のような年でも更に生塵は
 あげえたと恩う。第4表にマルパアサクサノリの収量葦日録を示す。
 収量は平均的に見て当初跡ら一枚張りのものがよく,一重ね網の多い試験区が劣る傾向を示した
 施肥による収量増は明らかに認められた。
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 第・表マルバアサクサノリの収量(鶏冨よ銚0m)

        摘採日施肥・重ね網2月6日3月4日計        対照区'施肥区対照区施肥区対照区施肥区

        1枚張り162i323-44280506412

        上網6523388.286153519・        5枚重ね下縄191625740Cア6562
        上網171841162ア833462        10枚重ね下網72115612282

要一約

 1・1王～12ギにかけて試験漁場には穿いた今が発生し・この条件下でのマルパアサクサノリ
 ァサ之サノリ,一スサビノリの品種特性幸その防除試験を実施し大0
 2.水位身1」生育屑調査によると,一マルパアサクサノ刃ば水位165㎝附近で生育よく,アサクサ
 ノリ,スサビノリはそれぞれ180,190岬年生育層がみられたが,生揚ま極めて悪かった
 。マルパアサクサノリは他の坤種にくらべ卸たみに対する耐病性の強いご≒が認められ
 た。

 3.穿い走み対策としての展開時の重ね網養殖試験では5枚重ね以内が着生密度の維持の面から
 有効のようである。生長てば1救張りがよく重ね網数の増加と共に悪い傾向を示した。特
 に10枚重ね養殖は生長の遅れと下網の芽滅りがみられた。

 4・幼芽期施肥による穿いたみ対策は本試験てばマルパアサクサノーリで生長増を認めたがアサク
 サノリ,スサビノりては有効性は認められ長かった。

 ・収量では穿いたみg被害が軍めて大き/・アサクサノ1・スサデノ1ぱ生産されるまでに生
 育しなかった。マルパアサクサノリは例年より約1ケ月遅れて生産されたが,収量は豊作年
 (41隼慶).91'0%であった。

 文.・。献

 L)一一新村一'一歳・推原人奉(196ア):鹿児島湾に奉けるアマノリ類の養殖品種に関する研究
 I・昭和41年度鹿水試事業報告.・39ア～419.

 2)新村巌・推原久幸(i968):同上L昭和{2年度一同上話,338～361
 3)田村静夫.(1'956):千葉県に為ける「穿いたみ」について,水産増殖4(2),44

～54

担当新村一.巖,推原久幸

 _3も9年



 コンブ養殖試験

 本県のコンブ養殖は,長島の東町を中心に昨年初めて試みられた。その結果,5月中旬には最

 末葉長240㎝に生長し,次第に南下しつ㌧ある暖海コンブ養殖の可能域を本県まで拡げた。
 しかレ,昨年6月中旬からは末枯れ現象が.見られながらも,8月下句までは生育し,2年コンー

 .プにまで生育するやに見られたが,その後,'(アイゴ?)の食害によって全滅してし重い,撃夏
 コンブの養殖については途中から利率占し浸.くなった6
 また,牌,種苗縄ぱ2カ所の漁場に分けて張込んだところ,場所によって生育の差がみられ

 た。そこで,本年は養殖場を5カ所に分散して各地の生育状態を検討し,また,2年コンブの養

 殖,本県での母藻の確保についても検討した。

 種苗は本試で培養し,種苗展開後の管理,観察は主として漁協が行った。

 原藻の入手については北大藪助教授,鹿大田中教授に拾世話い走∫いた。

 i拝苗{弟・養
第1回日

 原藻マコンブ,8枚,ア30夢,棄長ア2～138㎝,葉山6-8～11.O㎝

採箇月目名43隼10月22日
 .採菌糸クレモナ糸(1号36本)2,800肌

培養場所水試

方法
 32㎝x23伽の塩ビ枠35枚にクi/モナ種苗糸2800肌を巻き込み,遊走子づ

 けしてのち、11304容ろヂ7レン水槽で培養し,後目2エ干2㍗xα5榊のスクワレン水
 槽にうつして培養した。

 原藻は粘質物をガ'ゼで良くふき取ってから採苗に供レ走。

 採歯雫の水温ぱ21・2C・照度は2000ユu瓦遊走子濃度は叉3x1O'cθ]ユ8!oo・で
 遊走子の濃度はうすかった。そのため,試みにこの原藻を更に1晩陰干しして再度遊走子放
 出に供したところ,一さらに,遊走子濃度5,5xiげ。eユ18/CCで放出がみられ種苗縄に再

 麟苗を行丸.一.一ζ
 遊走子は1日,2日目ともに殆んど不動で、遊泳力があブても微動であった。

.第2回日;壊
 ._原藻マコンブ,1ア枚,3859、集長30～50㎝

 採苗坤一…蛤坪11月・ア日
 採苗縄クレモナ糸(1号,36本)1,000m

培養場所水試

方法

 前回と同一方法で行った。

 採苗水離1ぺ・雫・弾ば・・⑪1・ユ岨・蝉手離ぱ・…1・ソ・はあった。
培養差結果

 培養中は3回の水替えと5回の種苗糸の反転を行ない・水替えの際にはKN030■g/
 eぺrd三亘P0年。12且ρ0.02ク/4を施肥.し,培養水温は特に調節せずに、

 ・310一



 室内に放置して培養した。
 培養水温の変化と管理状況は第1図に示した。

 種苗糸の発芽体の着生数ぱ11月初句に,平均1ア弓/㎝であったが,12月に入って配
 偶体の消失がみられ,着生数は減少した。この原因がi1月下旬の水温の中タ.ルミによるも
 のか,その他培養条件が適当で左かったのか明らかで左い。
 種甑の現地搬出は44年1月i4日一で,この時の芽胞体の大きさは,第1回目のものが。-
 3～0.6mm,第2回目のが0.1～0.3mmであった。

 第1図　コンブ種苗の培養水温と管理



第2図.養殖試験地



班養殖経過

 種苗は44年1月14日に本試から2,800m,1,000m,合計3,800例を東町に運び

 馴回目採苗の2,800肌ば直ちに沖出しし、第2回目採苗の1,000mについては幼芽が小

 さいためlO日間タンク培養してのち沖出しした窮,後渚は琴芽辛ア仔季らず潭滅した。
 養殖試験地は第2図のと拾りA～瓦地の5カ所に設置し,各地先及びその養殖状況は話1表

 に示した。

 第1表養殖試験地と養殖状況

      地区地先名張込月日一種二苗数養殖水深種苗糸の単位収量
      44-1.28600m

      Aα1ア外      黒之瀬戸症激溝4-4-2.84002m
      .B市来崎観音地先・一44.2.860013i

      C小伊唐島東岸地先44.2;21一4002一

      D葛輸県鳥地先44.2,1816032.OO

      瓦・堂崎鼻442.身O640...20.93
      剤

 '門扉。囚!
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1)養殖概況

 。A地(黒之瀬戸近渡ケ浦)

 養殖初期の着生密度。生育状況とも良かったが,3月に入って葉体は瀬戸の潮流の抵抗が
 大きいために親縄から脱落するものが多く在った。着生密度はうすく浸ったが,脱落せず
 に残った葉体の生長は旺盛であり,第3図の如く,他の2地区に比して良い生長を示してい
 るn

 薫た,5月に入ると、大潮時の潮流の抵抗で施設が崩壊し、一6月中句には施設とも引揚げ
 て養殖否終了した。
 総収量は1アO毎,種苗縄の1㎜当りの収量ぱ0.一1プ妨宅あった。・.

 OB地(市.来崎観音地先)

 種苗展開褒3月までの生長は煩調であったが,'ン月一に入っ一てからは早くも生長が殆んど停
 止した。しかし,末枯ればA地に比してひどく左かった。

 葉体の二部は越夏試験用として残し,残りを収穫する予定であったが,販路の見通しもつ
 かぬうちに。8月中旬には昨年の例と同棲,'=魚類一ケイゴ?)による食害に会い収穫皆無と
 なった。

 oo堆(小伊唐島一東岸地先し.
 本張り後、3月末童での生長,着生密度など生育状況は他の地区と変ら左かったが,4月

 上旬の台湾坊主の通過の際に彼とも損壊流失し,そのため収穫皆無の結果となった。
 oD地(高輪黒島地先)

 4月以降の養殖水深は当初の3mから5mに下げ,収穫ば7月上句に殆んど終り321切
 を収穫した。種苗糸1m当りの収量ぱ20侮であった。

 在拾,8月28日現在,'部の葉体は越夏試験のため,水深5m層でもって平均葉長アO
 ㎝葉山i3㎝,厚み1.5mη,着生密度ア0～80個イ栃祀,で養殖中である。
 ○固地(高輪堂崎鼻)

 着生密度が高く密植気味であった＼め,4月中句に間引きした。生長は密植のためか3月
 ～4月にかけて他地区に劣ったが,間引き後ぱ6月に入っても末枯れがみられず漁期後半の
 生長は他地区」:りも良かった。

 収穫ぱ6月下句に一斉に行ない,収量は600切で,種苗縄im当りの収量はO-93比9で
          一,'「1舌■一I一一I一'

          であった。2)収穫と販売第2表収穫と販売
          月目出荷先出荷先          笹干燥その他(自家消費)          数量金額数量金額数量金額

          A6、2川内市20切5600円一畑一一円一個一円
          6,14一一           一30(150)一一一

          B収穫凌し

          C筏流失のため収穫在し

          4.29地元一一           一一95

          Dz6'一■28(如)

          Z11熊本元軍861α320
          6,20水俣市30030.O00

          届71・I〃1008.OOO

          地元200
          」I
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一考察

 黒之率戸のA,戸地てば郡汐の拝抗を予想外に強く受けるので。これらの場所てば,いくら
 か本流の影響をさけ,また,施設について車検討する必要がある。
 ○地てば養殖の途中で施設の損壊流失があっ走㌧めに適否については判然とし左いが,]〕,

 E地では生長,着生密度など他の地区に比して生育が良く,重た末枯れ現象が他の地区より遅
 いごとは,コンブの生育にとって潮流,水温その他自然条件が他地区よりも適しているものと

 思われる。まだ,黒之瀬戸を中心にし走養殖も,場所と施設を検討することにより,充分可能

 庄場所だと考える。

 生コンブとしての出荷ぱ4月下句以降になると葉体が硬くて適しないようであった。

担当者一推原久幸
加塩昇(長島地区普及貝)

 一3ユ…=一



 クルマエビ種苗放流追跡調査

Iまえがき

 有明湾に卦けるクルマエビの人為増殖を図るために実践漁場を設定して種苗を放流し、その後の

 埠跡調査を実施した。本漁場は外洋に面し1波濃の高い日が多く・調査は必ずしも円滑でぱなかっ
 棚ミ、栽培漁場センター志布志事業場,地元漁協,及び町役場在との協ヵを得て,放流初期の生長
 漁獲汰況などを調査した。

皿放流

 1.放流場所・

 曾於郡志布志町夏井地先を放流場所とした。同地は全長250椛のテトラポット防波柵,岩礁な

 どによる漁港内であり,海底は大小の岩石勒ミ散在している。最大潮時の水深約30㎜以上で殆んど.
 干潟を形成し庄い。底質は一粒土組成0.5～1.0mめ中砂である。千(第3図)

 2=・放準'種苗一。.
 栽培漁業センター志布志事業場で人工ふ化し,体長9～23mm(平均体長1154mm平均体重

 21,6m8,放流前日一に測定)一に生長した一クルマエビ300万尾を放流種苗とし走。放流種苗の体長

 、繊,体重組成は第一1図,第2図に示した。

 第1図　放流種苗の体長組成
 第2図　放流種苗の体重組成

乙放流方法

 種苗輸送は,パンライト(0.5トン)2個をトラックに積み込み,lO回に分けて陸送し烏陸

 送時間ば4～5分聞で,取揚げから放流までの所要時間ぱ40～50分であった。短時間で輸送さ
 れたので輸送中の携死は殆んどなく,種苗の活力は極めて旺盛であった。

 種苗ぱたじちに囲い縄へ放養し.i4日後に囲い網をはずして自然に分散させる方法で放流した

 囲い網には6月19日に放養し,ア月3日に囲い網を撤去した。

 囲い網は防虫網5段連結(4.5m)を80mx80mに設置した。囲い細面積は満潮時的6,00

 0材,干潮時的4,000〃デで,設置の際は出来るだけ害敵除去を考慮した。囲い網の構造は麺4図

 に示した。一
}316}



 第3図夏井地先放流場所と底質調査、建網調査地点図



 第4図　囲い網の構造



血調査方法

 1.ポンプ網調査

 放流場所周辺は干潟を形成し吹いために"エビかき。などによる採集ができず,放流初期の追跡

 はポンプ網だけによった。調査範囲は防波柵内の放流地点を中心に,干潟時水深の2m以浅の水域

 であった。

 調碕期間はア月2日から9月10日(放流後13日目から83日目)の間,6回のポンプ網調査

 をした。ポンプ網の構造略図は第5図に示した。

 第5図　ポンプ網の構造略図

2.建網調査

 放流場所周辺に拙ける天然のクルマエビ棲息状況.害敵魚類,券よびその他漁獲動物相について

 調査した。漁具はナイ回ン三重網(長さ20m,網丈i肌,外網あ目合13c冊6本,内網の目合8一

 節4本)である。
 調査ぱ6月1ア,18日,7月2日,一9月10日の4回行左った。調査地点は第3図に示した。

&底曳網調査

 一iO月1日,分散後の沖合調査として小型機船底曳網調査を行った。曳綱区域は岩礁の多いとこ

 ろであるために広範囲の調査ができず,操業安全春一都の区域内で調査した。(第6図)

4魚獲調奉

 調査対象海域に拾いで小型機船底曳網を主体に,その他エサ曳き用の小型底曳網、三重網主ζ
 で漁獲されたクルマエレρ漁獲数量,体長,体重,性別布との日痴記録を漁協に委託調査した。臨一
 場図を第5図に示した;
 w調査結果及ぴ考察

 1.放流地点及び調査海域の特性

(1)地.形

 放流海域は開放的に太平洋に面しているために風浪の影響を受けやすいと同時に干潟面積が殆ん

 ど在く、クルマエビ漁場としてはかなり水深が深いという外海漁場の特I性を示している。
 放流地点周囲は大小の岩礁が散在し,防波柵と岩礁によって外洋からは閉鎖的な水域となってい
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.

 第6図　漁場図

 る。.同水域の水深は最大干潮時2.5m以浅である。底質は第3図に示したStで採泥し,その組成

 の結果を第3表に示した。す在わち岸側の中砂域が多く,沖の側に石サンゴ,貝殻,小石在との粗

 砂から礫地帯が分布し,単一な底質ではなかった。また,降雨の際には集中的な淡水の流入があっ

 てニゴリを生ずるが回復は早い。汀線附近の転石地帯にはイシガイが密接する。

 左お放流地点から底曳漁場までは約8磁凱て知り,その中間域の底質は砂底であるが岩礁が多

 く,海図上でも険悪地fau■grOunaと記載され,クルマエビを対象とし足底曳漁場となり得

 ない原因となっている。

(2)動物相

 放流水域に棲息するクルマエビ科について第1表に,・また害魚を主とした動物相について調査し
 た結果を第2表に示した。

 エビ類ば放流地周辺の浅海域てばチクゴエビが優占し,次いでサルエビ,フトミゾエビなどがみ
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 られた。沖合域ではサルエビが優占種であり,その他ヨツエビ,アカエビ底どがみられたが,浅海

 蚊で優占したチクゴエビは沖合てば全く出現しなかった。これは時期的な変動もかなりあるものと
 .溺フれた。

 無一類ではコモンフグ,ツヨウサイフグ庄どフグ類が優占し,その他,ウシノシタ類がこれに次い

 でハる。魚類の胃内容物についても調べたが,魚貝が建網であったことなどから漁獲中に内容物が
 消化すち'定めに判然としなかっ走。

 貝類てばサクラガイ,コメザクラが極.めて多く,その他巻貝ではバイも比較的多い。

 第1表放流海域における漁獲クルマエビ科

       種名'採雫月目6-19.ア'27-108哨ナー1010-1
       クルマエビPθnaθu一日JaPoniou-8114

       フトミゾェビp.■at;i8u一ユOatu目2691

       P.tθraoi1

       チクゴェビPara1PθnaθoPsiacornu-tu一日2261546

       サルエビTrachyPθnaθ1ユ日。uviro日tri3253253

       ヨシエビMe七apθnaeローs皿。noceros73

       アカエビMθta.pθna昌。p冒i日1〕ar1〕atu昌16

       採集漁具※建ポポポポ建底

       水深(m)0・3～.3伽3=〕

 ※建二建網ポポンプ網広一=底曳網
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         第2表　放流海域における動物相

           漁具建網ポーンブー.網.I一.計
           分類魚種名一日6-19アー29-1Oアー2アー127r31.一8τ2Q.ト.1o一一
           クルマエビ122

           フトミゾェビ26・一1一■8一・35・
           チクゴェビ2'一一■一・'261ξ4653.
           サルェビ3・・一一一255一'台1
           1Ptθraoi1.1・

           タイワンガザミ3一一4ア
           ジャノメガザミ13一1..j.1.1....1'・17
           イ、ボガザ“1.一一1           甲殻類キン・センガニ13・1一一2・ア           一フタバベニッケガニ22

           キメンガニ11

           イ..シ...カ..二2二・2
           1コブ.シ.ガニ11441一3212
           ・テナガコブシガニ1^一■I一一Il
           カラツーパ'一r1
           一シャコ325

           ヤドカリψ十廿
           ショウサイフグ208一H+28
           コモソフグ5032・311179

           ヲクダフグ112
           キタマタラ8191

           ネズミゴチ21i12一29
           ミシマオコゼ1一1

           ハゼ類617
           オニカサゴii

           サツマカサゴ11                     スズキii2

           メジ...ナ1.1
           ヒメジ22

           一ベラ類22

           チダイ1.1。・

           キス・1O2・12

           ボラ13}・'一・4

           カゴカキダイ112

           タカノハダイi12

 第2表放流海域に拾ける動物相(1)

 (数字ぱ採集尾数)
'322一



           .網ポンプ

           分類漁具魚種名月二6・・→97-29-lO7-27-10アー318-20g-10計           チョウチョウウオ..11
           カイワリ属11
           ニベ11
           イシモチ類112

           ウシノシタ類112388225
           魚類ゴンスイi1           エソ類2           サカタサメ1

           アカェイ2ワ
           工一イ類1i

           マウナギ33
           ア・ナ.ゴ11
           ハ.マグリ5i6
           カガ・ガイ11・
           サクフガイ寸叶一1+HT.....十叶.一一10'一一件
           コメサクフ刊十.}十トー廿
           貝.類、ベニガイ123           ハ..イ183231128           ・ク・リ.ガイイモガイ1

           18一            アニ/グニシIi
           イ。トマキボラ11

           一赤ネガI一一イイ'ボキサゴ1

           ミミーイ'.力1337
           マダコ22
           イカ類1i
           ムフサキウニ33
           }I。て一一のイ出シフヒゲウ_3333           ナガウニ44           ヒトデ11
           フシプクチヤガマ44
           ウ、由ソ212
           ゴカイ123
           ユムシ'2.2
 第2表放流海或に拾ける動物相(2)

 徴字ば採集尾数)

 2.囲い網内の育成状況

 6月i9日囲い網に種苗を放流し、放流当日及ぴ2日目の・夜間観察の癌果,汀線付近で9V懐中

 電灯の灯りに鱒が密集しれしかし・肺にボラ,ゴンズイの凄息もみらカ,囲柚設置の際に
 害魚除去を考慮したにも拘らず・完全な除去ぱできなかったものと孝えら午走o保謹育成期間は14
 日間でIその問,時化のため施設の」部が損壊したo
 囲い網撤去の際・縄内の・ポンプ縄採集した結果・干潮時の囲い面積4.oo6彬・のうち'曳網由積
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 340"で26尾を採集した。一ポンプ

 網の漁獲率が不明のため,この結果か

 ら棲息尾数,歩ど重りなど推定できな
 いが,.,ヰ松ら1)のポンプ網漁獲率4λ
 %の堆獲率に落ちたとしてもO-1%
 未満の低い歩どまりに在る。これば友

 喰いや原住生物による食害の他に施設

 損壊による逸散に一起因し,そのため,

 種苗は囲い網撤去以前に自然放流の形

 で分散したものが多かったのではない

 かと推察された。

        第3表放流地周辺の底質と組成

        3例<3～11～050.5～0.10.1～0.05○菱>        St。・備考
        0..2.z0.

        235.523319.920.21.i小石,石ナソゴ

        34、ア3.863.825.42.3

        417.140.334.アア.60.3小石,石ナンゴ
        52.52.647.935.218

        60,93.286.39.60.5

        ア32.325C19.422.90,3小石貝殻
        857.8・2493.92.アO.8イコ
        943.344.ア883.20.1〃

        109.636.443.80.30.02〃

        沖O.11.ア11,185,82.9O.3

 日t.6ぱ網囲い内

 5放流群の生長

 (1)放流群の体長組成

 ポンプ網で追跡された放流群の体長組成とエサ

 曳き用'嘩曵の漁獲クルマエビの集長組成を第
 ア図に示し,ポンプ網調査による追跡結果を第4

 表に示した。

 すなわち,体長範囲10～ク3榊の放流種苗は

 時期とともに体長分布の広がりを示し庄がら生長

 し,放流4-2日後の体長84肌凧までは自然発生群

 とは区別して追跡でき旭放流62日後の調査で

 は追跡できなかったが,過去のモードの移行から

 62日目の大きさはアO～90m肌であろうと推定

     .第・表ポンプ網調査による採集結果
     月日回数曳網面積採集尾数放流後,員数
     W一・26一3ち。〃チ27一1.3日

     W-109'404621

     W-1アア3452128

     孤一31ア3503ア.42

     孤一2.OlO..495.。2お.・、162

     孤一10lO52528さ.

 され,これは大分県香女地湾にお祀る生長2)よりや＼早いが.平松ら1)の生長にほ∫一致し走。
 まだ;防波柵内の放流水域てば85㎜以上のクルマエビは追跡されず,.一.従.って、ζれ以上昨生長
 したクルマエビの生活域は同水域から沖の方へ移行したものと推察された。

 更に・エサ曳き川底曳網での漁獲体長モードは放流1・幟の推定生長曲線上砂・これは
 また,平松らの生長ともほ∫一致し,放流100日前後の体長モードが12～13棚(移行する毛の
 と推定された。

 7月31日,8月20日の調査で自然発生群が出現していることは近接した海域における天然成

 体エビの棲息を意味するものであろう。

 (2)放流群の体重組成

 ポンプ網,手サ曳き用小型底曳による漁獲クルマエビの体重組成を第8図に示した。放流。時の体

 重範囲8～56彬平均体重21m9の種苗一は,放流後42日で1.2～三ア派生長した。体重から推定さ

 れる62日後の放流群はわずか1尾採集されただけで追跡は困難と左つ存が三62日目の尊重のモ
 ードぱ4～58の付近に移行するものと推定された。58以上は沖への分散のため,ポンプ網てば

 追跡されなかった。前記のよ一うに,放流100日後のエサ曳き川底曳漁獲クルマエビは体長組成か

 ら放流群であろうと推定され,この体重範囲ぱ20～429の付近にあった。一

 また,放流群と底曳漁場の漁獲クルマエビの体長と体重の関係を第9図に示し,雌雄別体長と体
 重の関係を第10図に示したが、錐雄差はみられなかった。
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 第7図漁具別採集クルマエビの体長組成



第8図体重組成



 第9図体長と体重の関係

第10図  雌雄別の体長体重関係



 第11図有明湾底曵漁場のクルマエビ体長組成



4漁獲調査

 11〕標本調査

 有明湾で主として底曳網によつて漁獲されたクルマエビについて調査を行をい,体長モー.ドから
 推定される群別生長を示すと第11図のようである。

 10月には大別して2群の発生群が出現している。一つは20㎝付近に体長モ・ドが集まる群で

 ありIこれは前年晩期発生群と考えられる大型群として底曳漁業の漁獲対象と在る。この群のうち

 22C例以上の大型個体は12月までみられ.1月以降は出現しなかった。

 いま一っば12,3伽にモIドをもつ。今千早期.筆生群と考えられる群であり。これ・らは11月
 下旬には雌17,8C肌雄15,6Cmにな.り,φ月中句には雌22Cm、雄20Cmに生長=するものと
 推定される。

 同漁場では10Cm以下のク」レマェピは出現せず,一大きさから推定される出現時期は発生後80日
 以降で.そのため今年晩期発生群は10月には・まだ出現しをかったものと考えられる。

    第5表　漁協別クルマエビ漁獲高（あしあかを含む）(単†:k〕
                年志布志漁協東串良.漁協串間漁協

                月394041'42433・9404142433940・414243

                13497551ア45122411821一111118

                230111ア042461189356一98一一

                352207149397351411164一306793一

                4110409532364026643738731811イ13425

                51547061163952451ア049611ア51899調43

                6・一8432ア.0.1614212113644559

                ア310303828一一1628338515912

                839一8983550.16210314431241104424110

                95ア7522883125119ア66111236806257317

                10591225ア25212518281804384391834196659236

                119,295.6931,0201,2684083,244483349,150418,80052ア824685

                122,195588121498302580142134242119154271802犯159
                '

                計2,5604,1刃3,1392,322,7623,885,627、2412,076,3012,218、165,138,046754

 一第5表漁協別クルマエビ漁獲高("・あ.しあか

 121水湯げ調査

 有明湾内でクルマェピの7欠揚げが危されるのぱ本

 県志布志町。東串良町。宮崎早串間であるが、各漁
 協ともクルマェ6漁獲数撞ぱ"あし6ふ"(クルマ
 ェビpeaeusmonodo最を含み,その比はク

〃1
 ルマェピよりもあしあか〃の方カ…多く.総数の10

 ～20%がクルマエビである〇

 三漁協の経年の漁獲変動を第5表に示すと.東串

 艮で42年にゃ㌧増えたが.志布志.串間でぱ次第
 に減少の途上にある。従oて,例・年のクルマエピと

 "あしあか〃との比に大差がないものと仮定すれぱ
一329一

 を含む)

 第6表クルマエビの水揚状況

     総数量クルマエピ

     月ω数量㈲尾数叛
     10518k934.2㎏5566.6%

     1140850.981412.5

     12一302一7-2942-3

     1204,25921.0

     2246.3ア926.2

 註)A;"あしあか"を含む教董

 窒;クルマェピの比率・



 クルマエビについて年々漸減の傾向にあるといえる。

 43年10,11月のクルマエビ漁獲数量は,.この時期が隼聞盛漁期であるにも拘らず大き在増
 加はみられず.昨年同期漁獲黄を下まわった。
 志布志漁協の43年10月一44年2月の総クルマエビ漁獲量("あしあかを含む)とクルマ

 エビ数量を第6表に示したけをわち・総数に対するクルマエビ邸増加め鮒亨示す。が・!・月.
 以降のクルマエビ漁獲及ぴ総数の絶対数が減少しているため,効果判定たづいてぱ今後の漁獲変動
 に一庄目したい。

 5.放流効果と問題点

 体長組成のモート'変化から、6月19日放流の種苗は,10月には12C伽以上に生長して漁獲対
 象と在。たと推察さ一れるが.クル÷エビ漁獲数を経隼同期と比較すると数量は増加してい差い6ま
 た.10月以降.〃あじあか・との混獲率の上昇した1,2月においても例年に比して総漁獲は少く一
 場在.効果が漁獲としてはね砂えろてきたとは云いがたい』一

 これらの一般的を理由としそ肚.食害。友喰へ在^じは自然減耗や縞華誇万,・療法上の問題な
 どが考えられるか夏井地先で考えられる根本的在原因はユ.放流卓か紅辱曳漁場烹=での中間域が地
 形的に底曳操業の難しい岩礁地帯である・と同時に、同域内て他ρ千ビ蹄法がをいことで季る。この
 ようを操業困難庄海域では放流群が漁獲され往い限り資源増殖≒竺元手羊..芦牟資野あるいq睡眠
 資源で終りI漁民の生産増大としてかえってこたいのセばた■かと考えられるから,今回の放流を
 機会にI同域にあらゆる漁具め導人を試み,新規のクルマエービ漁業を症興したい。
 重た,種苗供給地から放流地点までの距離は短いためにI輸送キの友喰いやエビの活力低下在ど

 輸送中の問題はあまり涜かつたが・囲し(網方式午よる保護育成で叫途中の逸散があり・特に今年度'
 の場合.保護育成場を防波柵内に設けたにも拘らず一部網の損壊があつたことや.囲い網の基底部・・
 分の沈着構造に更に検討を要するをど囲い網の構造に一も問題があ?た。。一合鐸は種苗供給地からあも
 り遠くをい範囲で放流地点を偉討するξ同時に、保護育成セはビーチ・.タンク方式と併せて二次的1
 を囲い網による害敵防除をと検討してみたい。・
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 水産業改良普及及事実のり養殖指導

 I昭和43年度のり養殖状況
1.施設数

 L二1第1表漁協別施設数
            輝.宇..片一.,一致(枚)一

            漁協別経営・体数概数(棚)天然採苗人工採苗冷蔵網移植計移植ヒビーの採苗堆・            支柱式浮流し式計地兀移植地兀移植
            出水帝11172...1・鴫μ.'.540=コ1.1126769.}8376521・今34伽む1・一し11112・有明海・
            ・畏三町'一12一12.06・:τ二・二2062d6一.一一一.二:一」・、.I'1206ヒトエグサ養殖
            長島町1-020一・20一一.一20■20

            阿久裸市420012212一5050100一一一200有明海出水一
            茜=目.,'寸一2章■一25.一5■20植一25出水

            川内市.312pb一200一一一.I200・一200有明海山水
            20・2q0一1200一一.80一一49-0一・''i480有事海、

            八一:。房815口20170千5一ア0一一・鵡・1..30。150胡輝1
            岩本35...且一5■■一5一.5.薙水

            喜.冬。申丁261151一一11525一.90一115蓮水
            呑山38I40グI50452一F一250202一・北2垂水拙』照準
            鹿児島市3300一300・■一一一300一3-00熊本

            姶良町β.lf2I■『21一一1..・1㌔一一12一12,垂水一
            加治木町25380■一380一一■380.『3β・.q!

            国分市950一50一一■一50..一・一'.50".

            福山町13一3一一一3一3〃

            牛根10132一132一一・.一、.32一132〃

            垂水市28925一925一一925一一925

            鹿.犀.市1910810118一i118一一118

            426一14.005632「463Z0・151,8922μ5銅8手450.14β85

 娃漁協からの報告資料によ丸一(此II蝕1-ll-1内は漁艘料;鍬員餓砕ち蝉)
 第1表に示すように県下19漁、協の426経営体が養殖を行なった。

 これは前年度の1.7漁協ゑ64経営体より増加している。新規に善業したのは鹿児島市と福山
 町である。
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 触紙娃式!千'lr.・件.淳咋し牢・・.で聯・.吋叶.1棚で・.絹1.却1。十8
 .8き'枚一であ'った。
 網一千デを縮刷叫'と・1天然採苗は・;・・1枚セ崎1一神の約・・粋岬・そ・

 一I大部分が出水で郷れそ吋これ鮮度漁粋箏蝉網ダ上1幣甲に生甲け
 たことから前年ヱり'約3,400激扇加し一た。
 .ヘェ鐸箪と亨舛5、.5.2書.碑で煎竺{.2三.?….碑確劣.←咋gしかし,∵≒I??..?地手人手探再ヒ
 ビは前年の約4倍の2,145枚と増加し,1県外牟。らρ移殖網が大山隼薄少し。牟。。

 ・2一有三・度重t一

策2表一漁協別生産量一一一一

       生産量(一1,000枚)一一1棚平均生摩蛙㈱       一漁蹄別        くろのり董ぜのり・払のザ=・計=1'・1僻'考'
       出水市661=654.6153.5ぺ8=曲7782
       東㌧町一`3090・30901,500-0ヒトエグサ,ばら乾しを換算

       長島町一

       師久禎帝、Iアア8一個{一1%.争ラ287

       西一苞'一1.クー1.528一5-5220-O

       川内市'一','00

       島平・4389・・。'.一43892,194-5

       .八・一房.L10.2.『」一U21.1

       岩本・1.0一.i110200-0

       喜入町Z6一■7666.0

       谷.山.92Z8i170.3Z6
       鹿児島・市一一一一30.O一20場I50.0.'1二66.6

       姶良町一一一00

       仰治本町.740。一.1ア6・0・=1与宅り・..400.0
       一国1分.一市.1.8・.一i'...1.8・36。臼

       福山町2-5一一2-5833.3

       牛・映53.O』■ち3二〇401.5

       ・進水市一775-3。一F・7753.;.1も=室桐

       鹿牽市.1799一一ニニー一一.一二.'二=ヰア99化2砧
       計一2る86・q一.一1他0561.5・一一5;脳03一一一2-090

 1貫二維驚繋三二;∵二練二∴二練∵生産
 ≡凱・蜘滅・・一舗鮒州6減と!ザ近1一触産と苧如1一

 二細2二I'



 1棚当りρ平均生産枚数は県平均で209枚と今貢ての最低を中録しIた。地区別に今ると冷
 凍網を活用し走島平が1棚当少2,194枚と最高を示レ川内市は年産皆無と在っている。
 とくに,本県の生産地で・ある出水市が凶作で1棚当り78枚と100枚を下廻り平年作(1,

 200枚)の6%の生産性しか左かったg過去5ケ年(昭粗38年～42年)の1棚当りの平
 均生産量(750枚)を平年作柄とみると,本年度は2戸%の作柄となった。

 第3表鹿児島県の年度別生産状況

       上戸度経営体数養殖ヒビ数共産枚数(千枚)ヒビ1枚平・1均生産枚数のり平均埠価(円)備考
       30・.1164.32・7農林統計

       31951,230.5一〃

       321901,3ア8。一1382〃
       一一一■

       331972.1992733〃

       34230934.8467〃

       352563,0792291・芦.725〃

       36。1992,3113.0398一1.0625・ア3.水.試調査

       3ア2682;3424,080-91,482Z32〃

       38・266..3,446.邑003・O801一13・46.一'〃
       き93306,4144,72-5.0736920農林(一部本試).統計

       403386.3643,48Z4I54.810.98本試調査(疫妹統計)

       41295(2946,655(6665).Z925・7(9593.0)・1,209一(1,439)11.71本試錐(農稀統計)
       4236412,036.5.4893456.15・50.本試言周査

       4-3426(3ア714,885(130113,060-3。(2,611-6)2.09.(201)15.63本試調査(農林統計)

 3.冷凍網について

 本県における冷碑網の利用は昭和41年度に試験的に行なわれ,4φ年度は島弔辞場て利用
 して好成績を存さめた。本年度は病害対策も兼ぬてその普及に努め夜が,その章初計薔より下
 廻った。

 冷凍絹利用状況は漁協別にみると詰4表=のと岳享であるポ
     第4表漁協別冷凍使用量
     漁協自己養殖網購入冷凍網旨†

     出水市1,114枚420.㌔5・4枚備.一.考・購入社熊本県から     阿久根市4040

     島平一200200

     一八房3030

     垂水320320

     計16ア44502124
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             第5表冷凍網の時期別人出庫枚数
             11一月一12.月1一月一I一2・月

             合計
             上甲下上甲下上甲下ヒ甲・下:

             入庫出庫購入網114230J唱O1ユ50              12口30一1,1542p0・.420.50501001,6ア41,6ア4.450

4.

 冷凍輝の時期別入出庫搾況偉第5表κ示した。11月11日か』入庫歩はじ盲り12月中句
 に入庫を蜂っている。特に申本地区では111月中旬實でに入庫しためり網写生産性が高珍った'
 が,,11.月下旬以降のいたみがぴどくなっ1てから入庫したのり網は.生産に結びつかをいものも

 多かった。出庫は1月甲に入庫数の約90%行年わオ、ている。
 本年は出水漁場で2月～3月にかけて冷凍絹による。浮流し養殖が好調を生産を示した。
養殖経過廠要

1)採苗瑚

 出水蹴10月2・1～25日・10月31日の芽付宅即州6甲平均二72即平脇
 芽イ之ミ約2-O・%o

 垂水漁場:l1'肩・～・日,l1月1・目の芽付きは1・～・・個;平均・・1脇で良好。
 色落ちがみられる。アオの着生がみられる。

 高須漁場:l1月出11戸1・日の芽付きは・1・～ll…個・神…脇で濃
 密。色落ちがみられる。

 谷山漁場:11月4日。11月15日の芽付き7㌻60個,平均2・0個㎝でやや不良d色落
 ちがみられ危。

2)移植

 出水漁場:県外からの移植は10月25日～11月上句に行なわれた。移植時の芽は肉眼祝

 される程寧ののり網が多かった。lO月31日華社,エリス「!!染色調査では
 不健全細j世は楯で順調と判断された。

 島平漁場;11月3日移植(県外)o11月4日の観察で芽付きは濃淡のムラがみられ。2

 ～3箏のノリが多り。エリスロシソによる染色率の三0巾以下がノリ芽の80%.
 を占沌ほぼ健全ξみられた。色落ちがみられた。

 喜入漁場:l1月1・坤から脇11月・・.の芽付き耳1・一6百断苧・戸脚
 色落ち芽イタミがみ一られる。

 3・).生長期

 出水漁場:県外からの単ダネ移植網は・ll・月神に約1以年一つたが・ちぢみ・畔ちがみ
 られた。エリスロシソ染色率は10～40%と小さい芽ほξいたみが多い。11
 月28・日～30日の調査てば地元採苗ヒビの大部分が芽イタミたよる発芽不良て

 全滅。県叙からの移植網は5～10Cmに伸びたカ干・河口音螂を除いて著しい色漆が
 みられた。河口部は色ば良いが;エリスロ.!ン窄色率カ干高く,糸状細菌もみちれ
 ㌃酔1同様の白グ音レ症状を呈しれ大ξい葉細坤率も1典/・Ill一月下句
 から鰍がら蜘れはし崎・l1月上卿蝉で戯苧甲でき
 なかった。一.,、・、..
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 ・二次芽採苗を・1・一・月・30。日～ぺZ月5一貞た宥珪ら允参,芽柱室無.之∴L.i一月1.Z..

 日に垂卒漁軸714敵の蹴艇レ外らへ・重鳩ψ雌牛馴0ミ.
 枚に実施レた1どこ4ムラがあ季屯≡.奉牽ξ結少2.≦網も歩孝り、あ亨た。.

 ・西寧地区一:阿久根・島不漁禅ではノ1辮のイタ1≡1蝉少あ1った力1・厚ぼ鱗に蜂=し二一一一1
 1月下旬から生牽期に入った。川内漁』琴は芽のイタミがひど1く11月21・日で牢色'
 率30～80∪比,平均50リ比を示した。I

 鹿児島湾地区一:垂水,萬須漁場は極めて好調に生育し,:採苗.から20ミ日して肉眼視ぎ牡(垂'
 ;・水),12員甲句から糟塚鰯年入っ牟。T方・・岩本・笹入・谷山ザ加治木9膏漁場
 停芽イ.多ミーがひどく・大部分の綱が生産に結びつか率.い結果と李?牟。一..。,..,.

4)生産期

 出水漁場:県外の早ダネ網g一音βで11一・月下旬～12月上旬午生率さ枠た碕そ.ρ碑宇摩網が
 在く・中休み状態が続いた。1月に八って・冷凍網二次芽網による隼牽牟僅かκみ
 られた。『月下旬～2月上1句にかけて冷凍網を県外から購入して養鳩が行本.われ{ミ
 好調在.生産をあげたが,量的には僅.かであった。

 西櫨増区:阿久擢・・島平漁場は外海漁場であったたやにほぼ順鯛に生産され冷疎糟の利用に
 よって平年作を示した。川内,八房は生産皆無で奉ったg。.

 鹿児帯淳地区:岩本・喜入・谷山・カ飴木漁搦享芽イタミにより生産は極めて少在牟つ乍。
 それに対し,西向き漁場の福山,垂水,萬須漁場俸平年作匹近い生産をあげた。
 ただ,.垂水漁場は1月甲旬以降ρ暖気続きで,赤グサレ病が蔓俸レ1月末をも
 ってほぼ終漁となった。

 5不作についての考察

 ○採菌期当所の10月十旬～11月上旬百での気象海況ぽノリρ牛育年生って悪くはなかっ
 た。

 。・Q。幼芽期の=1.1月中旬か亭・]2戸上旬午牟けての1ヂ月間はナヂキ晴天師きで内湾性漁場に
 茅イタ.ミが発生した。特に出水,鹿児島湾西岸律僻害沙杢き`.,肉眼揮されぬうちに大音鰺分
 の網が全減した。これは密植ばかりで在!ナギ続き午よる漁郷の海水琴興が紬て悪かっ
 ,危狂めと推察さ枠るg
 外海漁場ρ西陶也区と鹿年島潭東岸漁場停外洋性海水ρ恒師に寺つ手ノリの生育か助けら一

 れたと,思われる。

 ρ、対粋して坤凍糊予触蝉基準91g昨1㌣乗・岬.1網卿ぺ手って冬.られ左
 かったたへ被害を更に大きくしたバ・二次芽採再、や1一・宇上旬吋のものは海況下煩の
 ため不調に終った。再度二次芽採苗した網が終期に在って確かに生産できた。琴.・.ヂ畔弾も
 1・月㌻宅.即卿.かち弘.して養殖粋2ぺ3脈・塵タ平生師れ砕

 ○以上のこと牟ら・本年度の不作g辱因は牢殖に.と'らで事要左時期あ坤芽功ゴ(1、一月甲。下
 .旬ユ1にナギ、晴天・温暖の異常環境r二よつ.て芽イタ.ミ.・、自、ぐヂれを起し;内湾性漁場が凶作
 .午.た?たと.{隼j琴す二るp.

6共販概批.二.二=

 県騨蝉μる躰考邸1.2月・1Z・目・坤3月31;口琴で=6早開舛れ
 漁協力I↓出荷量旦ま.弟.φ一案に示したρ
 総出荷量は約246万枚で,総生産量早246万枚で,一総生産量φ8..1%であった漁協別
 では10漁協から出荷され総出荷量に対して出水が36%,・垂水30%,島平1アッ。,1ニロ臓

 .」…I3-5二



 幾1終膳1幾1津幾二㍗叶工㌃ざ7㍗れ
 共販ごとの平均単価の変動は,第1回は色落ちと病害によるの石6晶質低千が奏!ぜ<≡8円、
 95・銭と近鋤こみない安価を示した。しかし2回以降は次第に上昇し,4圓の2月3日の平
 均19円25銭を最高にその後15円台に低下しIた。

 第6表共販日別・漁協別出荷量(県漁連資料) 単位:1,000枚

         123456計

         口`月日漁協別12月1ア日12月2ア日1月1ア日2月3日2月26日3月51El出荷一量・平均単価
         出水市410.86.133,8210.021Z5878.21界18浅

         阿久根市2口.522.149354.639640.2226.31942

         西目1.20.91.73.812.82

         島平34,666.7799125.3122.942941Z24

         喜入町匹82.43.21759

         谷山11.811.815.83

         国分市1.81.d12.45

         牛.1世3.63.61'8.38.

         一■化水市104.8388.8218.921.15.0738.618.67
         鹿屋市14.859474.8Z214.4170.616,20

         旨一1.465.9141.ア5アア7462.O418.3401.ア246Z3

         平均単価曲5銭15.6518.40192515.3815.4315.63

 漁協別の平均単価は,凶作の出水が11円18銭にどと重り,阿久根の19円4-2銭を最高
 に15円～18円を示した。

 共販総平均串1曲は15H63歳と前年(15円5.ρ銭)より僅かに高かったに過ぎ在い。

皿指導実施状況
1.糸状体培一義

 谷山・喜入,加治木,垂水、鹿屋の靭心者に対する柴胞子付けならぴに培壷菅埋の指導を打
 つだ。

2.人工採苗'

 谷山,堆水,鹿屋,加冶木を主体に実」.也指導した。

 3・獲殖管理

 病書・発生'(穿いたみ,自くされ}に判り調査,指導κついて11月～12月にかけて出水
 地区を主体に行った。冷凍綿入庫指導は出水,垂水で行った。
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4.
5.

養殖講習会'

 8～10月と2～3月に出水,川内,j谷山,加治木,垂水,鹿屋で実庇した。
 その他

 し瞥・苧粉工場・竿橋手押㍗力徽千を甲木野市・I奉水詰で苧叶
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           揮日ヨ培養.奉一I..殖.佳.・'産
           漁協(100α肌経営漣縄盤.生わかめ加工わかめ           醜種縄1m           別種縄量徽㈲単産欽δ平均単.平均単イ鑑           kg当性蟹萱'           換算(四)
           ※東`.町ア145,0005040,00040,00040一フ;500430115,00029
           長島町

           出水一市

           黒ノ浜

           阿久根市
           西目140,0001016.OOO720008036065075.60047

           川内市

           ※藩内1400rrr

           ※平良2800O00.
           澱珪島村83,60050一500
           ※茜海2400O0O

           羽島380380

           島平41,20024006024002.0

           ※久志1150O00

           漸先・崎1100o1三500

           ※かいえい11,00054.OOO2』]OO1505546725500.6

           指宿51,300480604800る
           喜入211.700一600一600.0.3
           谷山321.0005621,O0010,217115一27003Z21ア1.8

           鹿児島230,OOO52500240055240009
           姶良141.80065080142,0007900.4

           加治木1181,8751,875

           国分11225022501351501,9003,7501.6

           福山131,25104509045003

           西桜島172280
           垂水34,OOO304,0001,6001,600O.4一

           度崖111,000288,O003,415603,4150.4

           根占.5'1,200140100140J.1
           ※高山35002401002400-5

           熟内之捕45000O0

           ※船間16004504500.7
           糊重子島地区427012口20012004

           ※屋久島地区1360770
           合計19252担003001I6工6041,72469O,7ア94592495142.1

           ・農林統計25713.20024弱852,1

 わかめ養殖指導

 ;昭和43弔麺わかめ養殖状況
 漁協別養殖,.生産状況は第1表のと塩り

 第1表漁協別わかや養殖・生産状況(漁協からの報告と普及.負の報告※印による)
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 杜度の特徴とし七一∴∵・・ご上.一1'{l1111…..=
 1一〕馳隅体培養瑚では生育は良好であっ牟。...一一'一`一.…'一こ一一.'十二一{・一。.一一_一

 ぐ幾15月2㍗て'㍗児業1・㍗の指㍗し†∴
 ・。谷山麓児島沖区を主㌻に施肥・深呼つい竿したと、一、.ニト

担当瀬戸口 裏新村巖

 ㌧」;1;;パ.…TL'  一「、'I一'㌔。。'一

・339・


